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平
成
二
十
五
年
度
予
算
は
、
第
二

次
行
政
改
革
大
綱
と
総
合
振
興
計
画

を
踏
ま
え
て
、
基
本
計
画
に
掲
げ
ら

れ
た
重
点
施
策
を
着
実
に
推
進
す
る

ほ
か
、
中
期
財
政
計
画
で
示
し
た

「
平
成
二
十
五
年
度
以
降
の
主
な
建

設
事
業
」
へ
の
効
果
的
な
財
源
配
分

や
効
果
的
な
事
業
の
構
築
を
進
め
、

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
最
大
の
行
政

効
果
が
あ
が
る
よ
う
、
町
域
の
均
衡

あ
る
発
展
と
町
民
福
祉
の
向
上
に
つ

な
が
る
予
算
編
成
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。

　
ま
た
、
歳
出
の
徹
底
し
た
見
直
し

に
よ
る
行
政
コ
ス
ト
の
削
減
と
健
全

財
政
を
堅
持
し
つ
つ
、
直
面
す
る
課

題
や
多
様
な
住
民
ニ
ー
ズ
に
的
確
に

取
り
組
む
も
の
と
し
て
お
り
ま
す
。

暮
ら
し
の
質
と
幸
福
度
を
高
め

　
　
　
　魅
力
を
増
す
た
め
に

　
町
を
と
り
ま
く
情
勢
は
、
年
々
多

様
化
し
て
お
り
、
引
き
続
き
町
民
の

生
活
を
守
り
、
調
和
の
取
れ
た
魅
力

と
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
た
め
に
は
、
既
存
の
政
策
を

充
実
さ
せ
、
暮
ら
し
の
質
を
高
め
る

新
た
な
政
策
も
視
野
に
入
れ
た
、
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
か
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
考
え
方
の
も
と
、
平

成
二
十
五
年
度
当
初
予
算
で
は
、
こ

れ
ま
で｢

道
路
網
の
整
備｣

「
個
性
と

能
力
を
伸
ば
す
教
育
力
の
向
上
政

策
」
「
子
育
て
家
庭
や
未
来
の
子
ど

も
応
援
の
充
実
」
「
地
域
が
主
体
と

な
り
取
り
組
む
元
気
づ
く
り
へ
の
支

援
（
地
域
福
祉
の
充
実
）
」
「
誘
客

を
目
指
し
た
観
光
振
興
」
「
防
災
行

政
無
線
整
備
と
自
主
防
災
組
織
に
よ

る
消
防
防
災
力
の
強
化
」
「
若
い
世

代
が
住
み
た
く
な
る
ま
ち
（
定
住
促

進
）
」
「
地
域
の
独
自
性
の
あ
る
環

境
政
策
」
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
が
、
更
に
、
こ
れ
ら
の

政
策
を
充
実
さ
せ
、
住
み
や
す
さ
を

実
感
で
き
る
、
暮
ら
し
の
質
を
高
め

る
幸
福
度
の
高
い
、
本
町
の
魅
力
を

増
す
た
め
「
え
い
へ
い
じ
魅
力
向
上

政
策
」
に
取
り
組
む
予
算
編
成
を
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
結

果
、
平
成
二
十
五
年
度
当
初
予
算
で

は
、
主
な
政
策
と
し
ま
し
て
五
十
一

件
の
新
規
事
業
、
十
七
件
の
拡
充
事

業
（
継
続
事
業
含
む
）
に
重
点
配
分

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
元
気
な
町
に
す
る
た
め
、
安
心
と

住
み
や
す
さ
が
実
感
で
き
る
生
活
環

境
づ
く
り
や
、
暮
ら
し
の
質
を
高
め

る
幸
福
度
の
高
い
政
策
を
は
じ
め
、

様
々
な
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

 

財
源
の
有
効
利
用
と

　
　
　

  

財
政
健
全
化
を

　
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
行
財
政
改

革
の
取
り
組
み
の
柱
と
す
る
「
永
平

寺
町
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
に
加
え
、

財
政
基
盤
強
化
並
び
に
財
政
収
支
の

均
衡
を
図
る
た
め
の
取
り
組
み
を
示

し
た
「
中
期
財
政
計
画
」
を
踏
ま
え

た
事
業
展
開
を
行
い
、
歳
入
の
確
保

と
歳
出
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
、
健

全
財
政
に
努
め
て
い
ま
す
。
特
に
、

臨
時
財
政
対
策
債
や
交
付
税
参
入
率

の
高
い
合
併
特
例
債
の
発
行
な
ど
国

の
財
政
措
置
の
あ
る
有
利
な
地
方
債

を
活
用
し
公
債
費
負
担
の
軽
減
を
図

り
ま
す
。

予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
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今
年
の
冬
は
例
年
に
な
く
雪
が
少
な
い

と
安
心
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
雪
の
降

る
日
が
続
い
て
お
り
、
三
月
を
間
近
に
控

え
、
春
の
足
音
が
聞
こ
え
は
じ
め
た
今
日

こ
の
頃
で
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
寒
い
日
が

続
い
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
十
二
月
に
行
わ
れ
た
衆

議
院
選
で
の
政
権
交
代
を
経
て
発
足
し

た
、
第
二
次
安
倍
内
閣
に
よ
る
予
算
編
成

が
本
格
化
し
て
お
り
ま
す
。
政
府
は
、

一
月
十
一
日
に
日
本
経
済
再
生
に
向
け

た
緊
急
経
済
対
策
を
閣
議
決
定
し
、

そ
の
政
策
を
実
行
す
る
た
め
の
総
額

十
三
兆
一
千
五
十
四
億
円
の
補
正
予
算
が

衆
議
院
で
可
決
さ
れ
、
現
在
、
参
議
院
で

の
審
議
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

地
域
の
活
性
化
に

「
地
域
の
元
気
臨
時
交
付
金
」を

　

緊
急
経
済
対
策
で
は
、
大
胆
な
金
融
政

策
、
機
動
的
な
財
政
政
策
、
民
間
投
資

を
喚
起
す
る
成
長
戦
略
と
い
う
「
三
本
の

矢
」
で
「
円
高
・
デ
フ
レ
か
ら
脱
却
し
、

雇
用
や
所
得
の
拡
大
を
目
指
す
」
と
し
て

お
り
ま
す
。
具
体
的
施
策
と
し
て
掲
げ
た

重
点
分
野
は
、
復
興
・
防
災
対
策
、
民
間

投
資
の
喚
起
や
中
小
企
業
対
策
、
暮
ら
し

の
安
心
・
地
域
活
性
化
の
三
つ
で
あ
り
、

復
興
・
防
災
で
は
、
震
災
か
ら
の
復
興
を

加
速
さ
せ
、
事
前
防
災
と
減
災
を
進
め
、

昨
年
十
二
月
に
中
央
自
動
車
道
で
発
生
し

た
ト
ン
ネ
ル
事
故
を
踏
ま
え
、
老
朽
化
し

た
ト
ン
ネ
ル
、
橋
梁
や
河
川
、
道
路
な
ど

の
総
点
検
と
補
修
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
住
宅
、
学
校
等
の
耐
震
改
修

や
、
中
小
企
業
、
農
林
業
対
策
、
省
エ
ネ

と
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
促
進
、
地
域
活
性

化
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
む
と
し
て
お

り
ま
す
。

　

本
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
今
回
の
緊
急

経
済
対
策
で
特
別
に
措
置
さ
れ
た
、
「
地

域
の
元
気
臨
時
交
付
金
」
を
活
用
し
た
事

業
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

国
の
新
年
度
予
算
案
は
、
政
権
交
代
の

影
響
で
編
成
作
業
が
遅
れ
て
お
り
ま
す

が
、
一
月
二
十
九
日
に
一
般
会
計
総
額
を

九
十
二
兆
六
千
百
億
円
と
す
る
こ
と
が
閣

議
決
定
さ
れ
、
近
く
国
会
提
出
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

前
政
権
が
始
め
た
農
家
に
対
す
る
「
戸

別
所
得
補
償
制
度
」
は
大
幅
な
変
更
は
な

く
、
「
経
営
所
得
安
定
対
策
」
に
名
称
が

変
わ
り
、
地
方
へ
の
「
一
括
交
付
金
」
は

廃
止
が
決
ま
り
、
各
省
庁
が
所
管
す
る
交

付
金
な
ど
に
移
行
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お

り
ま
す
が
、
地
方
の
主
体
的
・
積
極
的
な

取
り
組
み
を
支
え
る
た
め
の
十
分
な
地
方

財
源
を
確
保
す
る
よ
う
、
強
く
願
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
方
公
務
員
給
与
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
、
「
国
と
地
方
が
一
丸
と
な
っ

て
行
政
改
革
を
進
め
る
姿
勢
を
示
す
た

め
、
国
家
公
務
員
の
給
与
減
額
措
置
に
準

じ
た
措
置
を
講
ず
る
よ
う
」
強
く
求
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。
地
方
に
お
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
職
員
の
定
数
削
減
な
ど
国
以
上
に

改
革
に
取
り
組
ん
で
き
て
お
り
、
人
件
費

削
減
を
前
提
と
し
た
地
方
交
付
税
の
減
額

は
、
是
非
と
も
避
け
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

政策を述べる松本町長

学校校舎の耐震補強工事

町
長
所
信
表
明

町
長
所
信
表
明

　二
月
二
十
六
日
に
開
会
さ
れ
た
定
例
町
議
会
の
冒
頭
に
、

町
政
の
諸
課
題
お
よ
び
平
成
二
十
五
年
度
当
初
予
算
案
な
ど

重
要
施
策
に
つ
い
て
、
松
本
町
長
が
次
の
よ
う
に
所
信
を
述

べ
ま
し
た
。
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本
町
の
魅
力
を
増
す
た
め
に

　
　
　
　
　 

様
々
な
事
業
を

　

そ
れ
で
は
、
初
め
に
町
政
推
進
の
基
本

的
な
考
え
方
や
、
現
在
の
重
要
課
題
、
取

り
組
み
等
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

永
平
寺
町
は
合
併
い
た
し
ま
し
て
、
八

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
ど

の
地
域
も
よ
く
な
り
、
質
の
高
い
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
ま
た
、
三
つ
の
地
域
の
特
色
を
生
か

し
た
均
衡
あ
る
発
展
と
、
全
て
の
町
民
が

幸
せ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

中
部
縦
貫
自
動
車
道
の
整
備
を
は
じ
め

と
す
る
「
道
路
網
の
整
備
」
、
町
の
基
幹

産
業
で
あ
る
「
農
業
の
振
興
」
と
「
商
工

業
の
活
性
化
」
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
き

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
特
に
、
地
域
の
宝
で
あ
る
子
供

た
ち
が
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
「
個
性
と
能
力
を
伸
ば
す
教
育
力

の
向
上
と
教
育
環
境
の
整
備
」
、
若
い
世

代
が
安
心
し
て
産
み
育
て
る
こ
と
が
で
き

る
「
子
育
て
家
庭
や
未
来
の
子
ど
も
応
援

の
充
実
」
、
高
齢
者
や
障
害
を
持
つ
方
々

が
元
気
で
活
躍
で
き
る
よ
う
「
地
域
が

主
体
と
な
り
取
り
組
む
元
気
づ
く
り
へ
の

 

主
要
施
策
の
主
な
取
り
組
み

　

そ
れ
で
は
、
こ
れ
ら
主
要
政
策
の
テ
ー

マ
ご
と
に
主
な
取
り
組
み
を
申
し
上
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。

 

○
道
路
網
の
整
備

　

中
部
縦
貫
自
動
車
道
の
建
設
は
、
真
に

必
要
な
道
路
と
し
て
、
福
井
県
に
と
っ
て

も
永
平
寺
町
に
と
っ
て
も
、
最
も
重
要
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
ま
す
。

　

長
野
県
松
本
市
と
福
井
市
を
結
ぶ
約

百
六
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
高
規
格
幹
線
道

路
で
、
中
央
自
動
車
道
、
東
海
北
陸
自
動

車
道
、
北
陸
自
動
車
道
を
相
互
に
連
絡
し

て
広
域
交
通
の
円
滑
化
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
整
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
特

に
、
福
井
県
内
の
永
平
寺
大
野
道
路
は
、

大
野
市
と
福
井
市
を
つ
な
ぐ
二
十
六
、
四

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
自
動
車
専
用
道
路
で
あ

り
、
災
害
時
に
お
け
る
安
定
し
た
交
通
の

確
保
、
文
化
・
歴
史
・
地
域
資
源
を
活
か

し
た
観
光
の
振
興
、
地
域
の
活
性
化
、
高

度
医
療
施
設
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
が
図
ら

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
非
常
に
長
い
年
月
を
費
や

し
て
、
国
、
県
、
町
が
一
体
と
な
っ
て
地

権
者
の
皆
様
と
の
協
議
を
重
ね
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
、
事
業
用
用
地
に

つ
き
ま
し
て
、
誠
心
誠
意
交
渉
を
行
い
、

轟
地
区
に
関
す
る
地
権
者
の
ご
理
解
を
得

る
こ
と
が
で
き
、
全
線
開
通
に
向
け
た
建

設
促
進
が
大
き
く
前
進
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
改
め
て
、
地
権
者
の
皆
様
方
の

ご
理
解
と
ご
協
力
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

平
成
二
十
八
年
度
開
通
に
向
け
て
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

県
道
栃
神
谷
鳴
鹿
森
田
線
の
上
志
比
牧

福
島
地
区
か
ら
永
平
寺
谷
口
地
区
ま
で

の
五
・
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
は
、
生
活
道
路

を
確
保
す
る
た
め
の
機
能
補
償
道
路
と
し

て
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
三
町

村
が
合
併
す
る
前
か
ら
の
重
要
課
題
で
あ

り
、
特
に
上
志
比
地
区
の
皆
さ
ん
に
と
っ

て
は
、
人
口
減
少
へ
の
歯
止
め
と
福
井
市

へ
の
通
勤
時
間
の
短
縮
、
交
通
渋
滞
緩

和
、
地
域
間
連
携
の
強
化
な
ど
、
様
々
な

面
か
ら
待
ち
望
ま
れ
て
い
た
事
業
で
あ
り

ま
し
た
。
今
、
最
終
的
な
工
事
が
進
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
が
、
新
年
度
の
早
い
時
期

に
完
成
・
開
通
を
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

「
道
の
駅
」
整
備
事
業
に
つ
い
て
申
し

上
げ
ま
す
。
道
路
利
用
者
へ
の
休
憩
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
、
観
光
・
案
内
や
特
産
品
販

売
の
拠
点
と
し
て
、
個
性
豊
か
な
に
ぎ
わ

支
援
」
「
誘
客
を
目
指
し
た
観
光
振
興
」

「
地
域
防
災
無
線
整
備
と
自
主
防
災
組
織

に
よ
る
消
防
防
災
力
の
強
化
」
「
定
住
の

促
進
」
「
地
域
の
独
自
性
の
あ
る
環
境
政

策
」
を
推
進
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

新
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
、
さ
ら
に
こ

れ
ら
の
施
策
を
充
実
さ
せ
、
住
み
や
す
さ

を
実
感
で
き
る
、
暮
ら
し
の
質
を
高
め
る

幸
福
度
の
高
い
、
本
町
の
魅
力
を
増
す
た

め
の
様
々
な
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。

建設が進む中部縦貫自動車道
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い
を
創
出
す
る
「
道
の
駅
」
整
備
事
業
が

県
に
お
い
て
採
択
さ
れ
、
昨
日
発
表
さ
れ

ま
し
た
。
計
画
づ
く
り
な
ど
、
県
と
共
に

整
備
を
進
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

 

○
農
業
の
振
興
と

　
　
　
　
商
工
業
の
活
性
化

　

現
在
、合
併
前
の
整
備
計
画
に
基
づ

き
、
農
業
振
興
地
域
を
指
定
し
、
優
良
農

地
の
保
全
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
を

町
全
体
の
整
備
計
画
に
統
合
し
、
基
礎
調

査
に
基
づ
い
た
今
後
十
年
間
の
農
地
保
全

の
方
向
性
を
定
め
る
と
と
も
に
、
都
市
計

画
プ
ラ
ン
と
の
整
合
性
を
図
る
こ
と
と
い

た
し
ま
す
。

農
業
者
が
高
齢
化
等
に
よ
り
離
農
又
は
経

営
転
換
し
、
地
域
の
中
心
経
営
体
等
へ
の

農
地
集
積
を
加
速
さ
せ
る
た
め
、
農
地
集

積
協
力
金
を
交
付
す
る
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
食
育
と
地
産
地
消
を
推
進
し
、

町
の
振
興
作
物
を
さ
ら
に
普
及
さ
せ
る
た

め
、
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
す
。

優
秀
な
作
品
は
、
学
校
給
食
な
ど
に
取
り

入
れ
る
ほ
か
、
町
内
外
に
広
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

本
町
の
魅
力
や
ブ
ラ
ン
ド
力
を
向
上
さ

せ
、
全
国
に
向
け
て
商
工
業
製
品
の
販

路
を
拡
大
す
る
た
め
に
、
商
工
会
が
実
施

す
る
「
東
京
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ミ
ッ
ト
出
展
事

業
」
を
支
援
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
魅

力
あ
る
商
品
の
発
掘
、
セ
ミ
ナ
ー
の
開

催
、
商
談
会
へ
の
出
展
・
取
引
開
始
調
整

等
に
か
か
る
経
費
の
一
部
を
助
成
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
の
商
業
者
が
商
業
の
活
性

化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
自
ら
の
工
夫

や
ア
イ
デ
ア
を
も
と
に
集
客
や
消
費
拡
大

に
つ
な
が
る
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
対
し
て
、

そ
の
経
費
の
一
部
を
支
援
す
る
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。

 

○
個
性
と
能
力
を
伸
ば
す

　
　 

　
教
育
力
の
向
上
政
策

　

町
の
将
来
を
担
う
子
供
た
ち
が
安
全
な

環
境
で
学
び
、
た
く
ま
し
く
成
長
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
小
中
学
校
の
耐
震

化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
、
八
つ
の
小
中
学
校
で
十
九
棟
の
校

舎
、
体
育
館
の
補
強
工
事
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
が
、
本
年
度
一
月
補
正
予
算
で
四

つ
の
小
中
学
校
で
四
棟
の
校
舎
等
の
耐
震

補
強
工
事
事
業
費
を
予
算
計
上
し
、
新
年

度
に
繰
り
越
し
て
実
施
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。

　

町
内
の
小
・
中
学
校
で
耐
震
補
強
工
事

を
必
要
と
す
る
校
舎
等
は
全
部
で
二
十
三

棟
あ
り
ま
し
た
が
、
平
成
二
十
五
年
で
耐

震
化
が
全
て
完
了
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

本
年
度
か
ら
中
学
校
の
体
育
の
授
業
で

武
道
が
必
須
項
目
と
な
り
、
本
町
の
三
校

で
は
柔
道
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
松

岡
中
学
校
に
は
、
武
道
場
が
な
く
、
体
育

館
に
マ
ッ
ト
を
敷
い
て
授
業
を
行
っ
て
い

る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
一
方
で
、
部
活
動

で
は
男
女
の
剣
道
部
も
あ
り
、
今
の
体
育

館
で
は
十
分
な
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
支
障
を

き
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
三
十
年
に
開
催
さ
れ
る
二

巡
目
の
福
井
国
体
で
は
、
少
年
女
子
の

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
会
場
と
し
て
決

定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
昨
年
十
月
に
実
施

さ
れ
た
中
央
競
技
団
体
（
公
益
財
団
法
人

日
本
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
）
に
よ
る

正
規
視
察
に
お
い
て
は
、
練
習
会
場
に
つ

い
て
配
慮
を
求
め
ら
れ
て
お
り
、
財
政
支

援
、
建
設
の
時
期
等
も
十
分
考
慮
し
た
結

果
、
新
年
度
に
お
い
て
、
松
岡
中
学
校
第

二
体
育
館
（
武
道
場
）
建
設
の
た
め
の
測

量
・
地
質
調
査
、
実
施
設
計
を
行
う
こ
と

と
い
た
し
ま
し
た
。

　

永
平
寺
中
学
校
で
は
、
老
朽
化
し
た

プ
ー
ル
を
解
体
し
、
松
岡
小
学
校
に
お
い

永平寺町産業フェア2012
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て
は
、
体
育
館
の
新
築
に
伴
い
、
建
築
基

準
法
の
規
定
に
よ
り
一
部
改
築
が
必
要
と

な
っ
た
た
め
、
受
電
設
備
の
入
れ
替
え
と

窓
ガ
ラ
ス
の
取
り
替
え
工
事
を
行
い
、
上

志
比
小
学
校
で
は
、
ト
イ
レ
改
修
の
た
め

の
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
人
間
性
と
社
会

性
、
健
全
で
丈
夫
な
身
体
を
育
む
た
め
、

学
校
給
食
の
持
つ
役
割
は
非
常
に
大
き
な

も
の
が
あ
り
ま
す
。
新
年
度
か
ら
、
若
い

世
代
の
教
育
に
か
か
る
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
学
校
給
食
費
の
無
償
化
事
業
に
取

り
組
む
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
県
内
の

市
町
で
は
初
め
て
の
取
り
組
み
と
な
り
ま

す
が
、
教
育
環
境
の
豊
か
さ
や
、
子
育
て

支
援
、
定
住
の
促
進
に
も
つ
な
が
る
も
の

と
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

町
内
七
つ
の
小
学
校
で
は
、
文
化
・
芸

術
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
様
々
な
活
動
を
通

し
て
、
交
流
を
深
め
て
お
り
ま
す
が
、
さ

ら
に
学
校
間
の
交
流
を
活
発
に
す
る
と
と

も
に
、
集
団
活
動
の
重
要
性
を
認
識
し
、

児
童
数
の
多
寡
を
超
え
た
活
動
と
す
る
た

め
、
新
た
に
「
み
ん
な
の
学
校
さ
わ
や
か

交
流
事
業
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

 

○
子
育
て
家
庭
や
未
来
の

　
　 

　
子
ど
も
応
援
の
充
実

　

本
町
の
子
育
て
支
援
の
取
り
組
み
は
、

県
内
で
も
注
目
さ
れ
て
お
り
、
特
に
、
県

内
で
一
番
安
い
保
育
料
、
中
学
三
年
生
ま

で
の
医
療
費
、
ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

を
始
め
と
す
る
各
種
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
無

料
化
、
「
子
育
て
応
援
の
日
」
の
設
定
な

ど
、
他
の
市
町
に
先
駆
け
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。
子
育
て
支
援
が
効
果
を

挙
げ
る
に
は
、
景
気
や
政
治
情
勢
に
左
右

さ
れ
な
い
、
息
の
長
い
取
り
組
み
が
必
要

で
あ
り
ま
す
。
少
子
化
が
進
む
中
に
あ
っ

て
、
い
か
に
若
年
層
を
減
ら
さ
ず
に
、
町

の
活
力
と
し
て
育
て
る
か
を
考
え
な
が

ら
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
子
育
て
し
や
す
い

環
境
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

新
年
度
に
は
、
全
て
の
幼
児
園
に
緊
急

地
震
速
報
装
置
と
災
害
時
に
持
ち
運
べ

る
ポ
ー
タ
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
整
備
い
た
し
ま

す
。

　

ま
た
、
屋
上
や
ト
イ
レ
な
ど
、
整
備
が

必
要
な
園
舎
に
つ
き
ま
し
て
は
、
計
画
的

に
改
修
工
事
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

 

○
地
域
が

　  

主
体
と
な
り
取
り
組
む

　
　 

元
気
づ
く
り
へ
の
支
援

　

高
齢
者
が
元
気
で
安
心
し
て
日
常
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
様
々
な
事

業
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
が
、
全
て
の
町

民
が
と
も
に
支
え
あ
い
、
助
け
合
う
と
い

う
意
識
を
醸
成
し
、
そ
の
仕
組
み
や
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
、
行
政
・
事
業
者
・
町
民
の
役

割
や
取
り
組
み
に
つ
い
て
定
め
る
「
地
域

福
祉
計
画
」
を
策
定
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
身
体
に
障
害
を
持
つ
児
童
や
知

的
障
害
の
あ
る
児
童
が
、
そ
の
障
害
を
除

去
、
軽
減
す
る
た
め
に
必
要
な
手
術
や
治

療
を
支
援
す
る
「
自
立
支
援
育
成
医
療
給

付
事
業
」
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
低
体
重
児
・
未
熟
児
の
届

け
出
、
指
導
等
に
つ
い
て
は
、
都
道
府

県
の
事
務
と
し
て
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た

が
、
法
律
の
改
正
に
よ
り
、
市
町
村
に
移

譲
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
養
育
の
た
め
入

院
治
療
を
必
要
と
す
る
一
歳
に
満
た
な
い

未
熟
児
の
医
療
費
の
給
付
を
、
町
が
実
施

い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
建
設
を
進
め
て
い
る
健
康
福
祉

施
設　

永
平
寺
温
泉
「
禅
の
里
」
の
開
業

に
あ
た
り
、
現
在
、
社
会
福
祉
協
議
会
へ

委
託
し
て
い
る
永
寿
園
の
送
迎
バ
ス
を
拡

充
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
運
営
事

業
者
の
バ
ス
送
迎
と
併
せ
、
永
平
寺
、
松

岡
両
地
区
か
ら
の
利
用
者
の
利
便
が
図
ら

れ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
「
健
康
福
祉
施
設
の
整
備
」
に
つ

き
ま
し
て
は
、
新
た
な
契
約
を
締
結
し
、

施
設
の
建
設
工
事
を
進
め
て
お
り
ま
す

が
、
開
業
を
待
ち
望
ん
で
い
る
町
民
の
皆

様
の
た
め
に
、
一
日
も
早
い
完
成
に
向
け

て
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

一
人
暮
ら
し
や
高
齢
者
の
み
の
世
帯
の

安
否
確
認
と
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
摂
れ
た

食
事
を
提
供
す
る
た
め
、
配
食
サ
ー
ビ
ス

事
業
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
永
平
寺

地
区
、
松
岡
地
区
の
実
施
回
数
を
週
二
回

に
拡
充
い
た
し
ま
す
。
今
後
も
、
バ
ラ
ン

子育て応援の日園開放事業
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ス
の
と
れ
た
配
食
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

 
○
誘
客
を
目
指
し
た

　
　
　
　
　 

　
観
光
の
振
興

　

大
本
山
「
永
平
寺
」
を
は
じ
め
、
吉
峰

寺
、
松
岡
古
墳
群
、
九
頭
竜
川
流
域
な

ど
、
本
町
は
多
く
の
観
光
資
源
に
恵
ま
れ

て
お
り
ま
す
が
、
全
国
的
に
観
光
客
は
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
永
平
寺
町
の
基
幹

産
業
と
も
言
う
べ
き
「
観
光
」
の
振
興

は
、
今
、
最
も
大
き
な
課
題
で
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
、
永
平
寺
門
前
の
整
備
や

永
平
寺
線
跡
地
の
遊
歩
道
整
備
、
永
平
寺

口
駅
周
辺
整
備
な
ど
、
観
光
客
の
増
加
を

図
る
た
め
、
様
々
な
事
業
を
展
開
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

北
陸
新
幹
線
金
沢
開
業
、
中
部
縦
貫
自

動
車
道
と
舞
鶴
若
狭
自
動
車
道
全
線
開

通
に
向
け
て
、
地
域
の
歴
史
・
文
化
、
自

然
、
産
業
な
ど
を
活
か
し
た
観
光
地
づ
く

り
を
推
進
し
、
観
光
地
の
魅
力
ア
ッ
プ
、

観
光
地
づ
く
り
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
が
求

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
福
井
県
で
は
、

「
新
高
速
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
用
・
対

策
プ
ラ
ン
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
本

町
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
を
指
定
し
て
、

「
観
光
ま
ち
な
み
魅
力
ア
ッ
プ
事
業
」

を
展
開
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
本

町
に
お
い
て
は
、
大
本
山
「
永
平
寺
」
を

中
心
と
し
た
観
光
客
入
込
数
の
増
加
を
図

り
、
賑
わ
い
を
創
出
す
る
た
め
、
こ
の
事

業
を
積
極
的
に
活
用
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
新
年
度
は
、
専
門
家
や
観
光
関

係
者
で
構
成
す
る
「
観
光
ま
ち
づ
く
り
推

進
会
議
」
を
設
置
し
て
、
観
光
地
の
魅
力

を
高
め
る
「
観
光
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
を

策
定
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
松
岡
藩
の
歴
史
・
伝
統
・
文
化

を
生
か
し
、
織
物
会
館
と
周
辺
整
備
を
進

め
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
た
め
、

「
ふ
る
さ
と
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」

推
進
の
た
め
、
協
議
会
を
立
ち
上
げ
ま

す
。

　

首
都
圏
主
要
駅
構
内
で
の
観
光
Ｐ
Ｒ
、

観
光
情
報
誌
へ
の
Ｐ
Ｒ
広
告
な
ど
に
取
り

組
み
、
魅
力
あ
る
観
光
資
源
を
町
内
外
に

広
く
発
信
し
、
誘
客
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

 

○
消
防・防
災
力
の
強
化

　

過
去
の
災
害
や
大
き
な
事
故
を
教
訓
と

し
な
が
ら
、
安
全
や
防
災
に
関
す
る
様
々

な
体
制
を
見
直
し
、
住
民
生
活
の
安
全
確

保
に
全
力
で
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

現
在
、
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
を
進

め
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
一
般
的
な

災
害
と
地
震
災
害
へ
の
対
応
を
中
心
と
し

た
計
画
か
ら
、
風
水
害
、
地
震
、
雪
害
、

大
規
模
事
故
、
原
子
力
災
害
な
ど
様
々
な

災
害
へ
の
対
策
を
定
め
る
計
画
と
し
て
お

り
、
避
難
場
所
の
再
確
認
、
公
共
施
設
や

小
中
学
校
の
安
全
性
の
確
保
、
災
害
時
に

お
け
る
備
蓄
品
の
配
備
、
地
域
の
実
態
に

応
じ
た
訓
練
の
実
施
、
自
主
防
災
組
織
の

強
化
な
ど
、
防
災
力
を
こ
れ
ま
で
以
上
に

高
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

本
年
度
か
ら
四
年
計
画
で
、
町
内
全
域
の

防
災
行
政
無
線
の
整
備
を
進
め
て
お
り
ま

えいへいじ大燈籠ながし

す
が
、
新
年
度
は
、
松
岡
地
区
に
お
け
る

屋
外
拡
声
子
局
の
整
備
を
は
じ
め
、
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
自
動
起
動
装
置
と
情
報
自
動
配
信

装
置
を
整
備
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
消
防
救
急
体
制
を
強
化
す
る
た

め
、
消
防
庁
舎
の
統
合
を
進
め
て
お
り
ま

す
が
、
新
年
度
に
お
い
て
は
、
開
発
セ
ン

タ
ー
の
耐
震
補
強
工
事
の
実
施
設
計
と
消

防
新
庁
舎
の
実
施
設
計
、
消
防
救
急
デ
ジ

タ
ル
無
線
・
高
機
能
指
令
セ
ン
タ
ー
の
調

査
設
計
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
他
の
公
共
施
設
の
耐
震
化
に
つ
い

て
も
、
順
次
、
計
画
的
に
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。
本
庁
舎
は
、
新
年
度
か
ら
二
年
計

本庁に整備された防災無線放送設備
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画
で
、
耐
震
補
強
工
事
と
空
調
設
備
や
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
工
事
を
進
め
る
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。
永
平
寺
支
所
と
開
発
セ

ン
タ
ー
は
耐
震
補
強
工
事
の
実
施
設
計
を

行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

 

○
定
住
の
促
進

　

こ
れ
ま
で
、
宅
地
開
発
や
町
有
地
の
売

却
に
よ
る
優
良
宅
地
の
提
供
、
「
若
者
定

住
促
進
支
援
制
度
」
の
創
設
な
ど
、
他
の

市
町
に
先
駆
け
た
定
住
促
進
に
向
け
た
事

業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

教
育
力
の
向
上
、
子
育
て
支
援
、
健
康

づ
く
り
は
県
内
で
も
優
れ
た
取
り
組
み
と

し
て
評
価
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
さ
ら
に

こ
れ
ら
の
魅
力
的
な
政
策
を
町
内
外
に
発

信
し
て
い
く
た
め
、
二
つ
の
テ
レ
ビ
放
送

局
を
活
用
し
て
、
町
の
Ｐ
Ｒ
コ
マ
ー
シ
ャ

ル
を
放
映
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
構
築
以

来
七
年
が
経
過
し
、
更
新
の
時
期
に
き
て

お
り
ま
す
。
シ
ス
テ
ム
の
最
適
化
と
他
の

シ
ス
テ
ム
と
の
情
報
連
携
を
図
り
、
若
者

を
中
心
と
し
た
利
用
者
の
検
索
を
増
加
さ

せ
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
情
報
化
の
推
進
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

 

○
地
域
の
独
自
性
の
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
環
境
政
策

　

現
在
、
地
球
温
暖
化
へ
の
対
策
と
循
環

型
社
会
構
築
の
一
環
と
し
て
、
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
開
発
と
利
用
、
省
エ
ネ
の
取
り
組

み
が
並
行
し
て
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

本
町
で
も
、
町
の
木
で
あ
る
油
桐
の
活
用

に
つ
い
て
研
究
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の

た
び
、
ろ
う
そ
く
の
製
作
に
成
功
い
た
し

ま
し
た
。
先
日
、
大
本
山
永
平
寺
の
「
冬

の
燈
籠
ま
つ
り
」
に
も
、
こ
の
ろ
う
そ
く

が
点
灯
さ
れ
、
闇
夜
を
照
ら
す
光
の
道
と

な
り
、
多
く
の
参
拝
客
か
ら
共
感
を
得
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
今
後
、
製
品
化
に

冬の燈籠まつり

向
け
て
、
さ
ら
に
研
究
を
重
ね
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
二
十
年
に
策
定
し
た
「
環
境
基
本

計
画
」
は
、
十
年
の
計
画
期
間
の
中
間
年

に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
の
環
境
政
策
を
点

検
す
る
と
と
も
に
、
社
会
情
勢
等
の
変
化

に
対
応
し
、
新
た
な
環
境
政
策
の
方
向
性

を
示
す
必
要
が
あ
る
た
め
、
見
直
し
を
図

る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
進
め
る
た

め
、
通
学
路
の
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
は
、

引
き
続
き
実
施
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
町
民
・
事
業
者
の
皆
様

と
共
に
、
環
境
に
つ
い
て
考
え
、
自
覚
と

責
任
を
持
っ
て
永
平
寺
町
独
自
の
環
境
政

策
に
取
り
組
み
、
こ
の
町
の
豊
か
な
環
境

を
次
世
代
に
引
き
継
い
で
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

 
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
の

　
　
新
規
事
業
・
主
要
事
業

　

そ
れ
で
は
次
に
、
平
成
二
十
五
年
度
当

初
予
算
に
つ
い
て
、
新
規
事
業
や
主
要
事

業
を
中
心
に
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

　
元
気
・
活
力

　
　
　
未
来
に
つ
な
ぐ

　
　
　
　
暮
ら
し
向
上
予
算

　

最
近
の
経
済
情
勢
に
つ
き
ま
し
て
は
、

国
は
、
先
月
二
十
三
日
に
発
表
し
た
「
月

例
経
済
報
告
」
に
お
い
て
、
景
気
の
基
調

判
断
は
「
弱
い
動
き
と
な
っ
て
い
る
が
、

一
部
に
下
げ
止
ま
り
の
兆
し
も
み
ら
れ

る
」
と
し
て
、
昨
年
五
月
以
来
八
ケ
月
ぶ

り
に
上
方
修
正
い
た
し
ま
し
た
。
自
動
車

の
生
産
が
持
ち
直
し
、
輸
出
環
境
が
改
善

さ
れ
る
な
ど
、
経
済
対
策
の
効
果
を
背
景

に
景
気
回
復
へ
向
か
う
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
情
勢
に
的
確
に
対
応
し
、
町

域
の
均
衡
あ
る
発
展
と
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
つ
な
が
る
事
業
を
展
開
し
て
い
く

た
め
、
先
に
述
べ
た
主
要
政
策
の
テ
ー
マ

ご
と
の
取
り
組
み
が
確
実
に
推
進
で
き
る

よ
う
、
予
算
の
編
成
に
あ
た
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
平
成
二
十
五
年
度
予
算
を

「
元
気
・
活
力　

未
来
に
つ
な
ぐ　

暮
ら

し
向
上
予
算
」
と
い
た
し
ま
し
た
。
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づ
く
り
の
実
践
を
ポ
イ
ン
ト
制
に
す
る
こ

と
に
よ
り
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
や
健
康

増
進
の
推
進
に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

　

地
域
が
つ
く
る
み
ん
な
の
健
康
づ
く
り

推
進
事
業
、
無
料
の
が
ん
検
診
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
等
の
予
防
接
種
、
肺
炎
球
菌
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
な
ど
の
助
成
、
妊
婦
・
乳

児
健
康
診
査
も
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

 

○
地
域
福
祉
計
画
の
策
定・

　
　
新
た
に
未
熟
児
の

　
　
　
　
養
育
医
療
給
付
を

　

新
し
い
時
代
に
お
い
て
私
た
ち
が
目
指

す
べ
き
社
会
は
、
高
齢
者
や
障
害
を
持
つ

人
た
ち
が
、
社
会
の
対
等
な
構
成
員
と
し

て
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る

活
動
に
参
加
、
参
画
す
る
と
と
も
に
、
社

会
の
一
員
と
し
て
そ
の
責
任
も
分
担
す
る

共
生
社
会
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
社

会
の
実
現
を
図
る
た
め
に
は
、
行
政
だ
け

で
な
く
、
地
域
の
全
て
の
人
々
が
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
と
責
任
を
自
覚
し
て
主
体
的
に

取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
住
民
一

人
ひ
と
り
の
理
解
と
協
力
を
促
進
し
、
社

会
全
体
と
し
て
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
り
ま
す
。

　

町
民
が
と
も
に
支
え
あ
い
、
助
け
合
う

と
い
う
意
識
を
醸
成
す
る
た
め
、
そ
の

仕
組
み
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
行
政
・
事
業

者
・
町
民
の
役
割
や
取
り
組
み
の
基
本
的

方
向
を
定
め
る
た
め
、
地
域
福
祉
計
画
を

策
定
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
自
立
支
援
育
成
医
療
費
給
付
、

未
熟
児
養
育
医
療
給
付
を
新
た
に
実
施
す

る
ほ
か
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
等
に
提

供
し
て
い
る
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
拡
充
い
た

し
ま
す
。

 

○
幼
児
園・幼
稚
園
に
緊
急

　 

地
震
速
報
装
置
等
を
配
備

　

健
康
福
祉
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

敬老会

新
た
な
建
設
工
事
契
約
を
締
結
し
、
工
事

を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、
一
日
も
早
い
完

成
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。
開
業
に
合
わ

せ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
路
線
見
直

し
や
無
料
送
迎
バ
ス
の
運
行
な
ど
の
準
備

を
済
ま
せ
て
お
り
、
利
用
し
や
す
い
施
設

の
完
成
を
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

地
震
の
発
生
を
迅
速
に
把
握
し
、
適
切

な
避
難
と
誘
導
が
で
き
る
よ
う
、
全
て
の

幼
児
園
・
幼
稚
園
に
緊
急
地
震
速
報
装
置

と
災
害
情
報
収
集
に
必
要
な
ポ
ー
タ
ブ
ル

テ
レ
ビ
を
配
備
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
老

朽
化
し
た
幼
児
園
の
屋
上
等
の
改
修
工
事

も
計
画
的
に
進
め
ま
す
。

　
健
や
か
に
育
ち

　
　
　 

心
豊
か
な
人
づ
く
り

 

○
小
中
学
校
の
給
食
費
の

　
　
　
　
　
無
償
化
を
実
施

　

永
平
寺
町
の
子
供
た
ち
の
学
力
・
体
力

は
県
内
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
あ
り
、
引
き

続
き
、
地
域
ぐ
る
み
で
健
全
で
た
く
ま
し

い
成
長
を
見
守
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

そ
の
た
め
、
「
豊
か
な
体
験
活
動
推
進

　
　
健
康
で
笑
顔
に

　
　  

満
ち
た
ま
ち
づ
く
り

 
○
ポ
イ
ン
ト
制
で

　
　
　
健
康
づ
く
り
を
推
進

　

「
健
康
づ
く
り
の
推
進
」
に
つ
き
ま
し

て
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
取
り
組
む
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。
平
成
二
十
五
年
度
の

保
健
計
画
「
や
ろ
っ
さ　

行
動
目
標
を
実

践
す
る
」
に
基
づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
が
健
康

づ
く
り
の
目
標
を
定
め
、
実
行
で
き
た
場

合
は
、
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
に
シ
ー
ル
を
貼

り
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
の
点
数
に
応
じ
て
景

品
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
健
康

健康づくり推進事業
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事
業
」
「
特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
配

置
」
「
確
か
な
学
力
育
成
支
援
事
業
」

「
学
校
元
気
創
造
事
業
」
「
海
外
派
遣
事

業
」
「
み
ん
な
の
学
校
さ
わ
や
か
交
流
事

業
」
な
ど
本
町
独
自
の
教
育
を
充
実
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
若
い
世
代
の
教
育
に
か
か
る
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
、
新
年
度
か
ら
「
小

中
学
校
の
給
食
費
の
無
償
化
」
を
実
施
い

た
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
様
々
な
行
財
政

改
革
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
が
、

「
子
ど
も
医
療
費
の
無
料
化
」
に
続
き
、

そ
の
効
果
を
活
用
し
て
県
内
で
も
初
め
て

と
な
る
事
業
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

学校給食の様子

 

○
全
て
の
小
学
校
に
も

　 

緊
急
地
震
速
報
装
置
の
配
備・

　  

松
岡
庭
球
場
の
施
設
改
修
も

　

松
岡
中
学
校
に
お
い
て
は
、
第
二
体
育

館
（
武
道
場
）
建
設
に
向
け
た
測
量
、

地
質
調
査
、
実
施
設
計
を
行
う
ほ
か
、
全

て
の
小
学
校
に
緊
急
地
震
速
報
装
置
を
整

備
し
、
松
岡
小
学
校
で
は
校
舎
の
改
修
工

事
、
永
平
寺
中
学
校
で
は
プ
ー
ル
解
体
、

上
志
比
小
学
校
で
は
ト
イ
レ
改
修
の
た
め

の
設
計
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
松
岡
庭
球
場
敷
地
内
の
排
水
施

設
に
不
具
合
が
生
じ
て
お
り
ま
す
の
で
、

改
修
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

町
立
図
書
館
で
は
、
蔵
書
を
計
画
的
に

整
備
し
て
お
り
ま
す
が
、
新
年
度
に
お
い

て
も
図
書
購
入
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

　
　
　
　
　  

ま
ち
づ
く
り

 

○
松
岡
地
区
に

　
　
屋
外
拡
声
子
局
を
整
備

　

昨
年
か
ら
防
災
行
政
無
線
の
整
備
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、
新
年
度
は
、
松

岡
地
区
に
屋
外
拡
声
子
局
十
一
局
と
、
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
自
動
起
動
装
置
及
び
情
報
自
動

配
信
装
置
を
整
備
い
た
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
自
主
防
災
組
織
の
強
化
を

図
る
た
め
、
災
害
用
テ
ン
ト
や
ハ
ン
ド
マ

イ
ク
、
テ
ン
ト
用
マ
ッ
ト
等
の
配
備
を
し

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
新
年
度
は
折
り
畳

み
式
の
タ
ン
カ
を
全
地
区
に
配
備
い
た
し

ま
す
。
災
害
時
に
お
け
る
救
護
活
動
に
十

分
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
も
の
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

 

○
自
主
防
災
組
織

　
　
　
連
絡
協
議
会
を
支
援

　

自
主
防
災
組
織
は
町
内
九
十
の
全
て
の

地
域
で
立
ち
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
の
連
携
を
深
め
る

と
と
も
に
、
さ
ら
に
広
域
的
な
活
動
や
訓

練
等
を
実
施
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
自
主

防
災
組
織
連
絡
協
議
会
を
町
内
八
地
区
で

設
立
い
た
し
ま
し
た
。
新
年
度
に
は
、
こ

の
連
絡
協
議
会
の
活
動
や
資
機
材
等
の
整

備
に
対
し
て
、
支
援
を
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。

 

○
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
工
事
や

　  

河
川
の
水
害
を
防
ぐ
対
策
を

　

集
中
豪
雨
等
で
地
盤
が
緩
み
発
生
す
る

「
が
け
崩
れ
」
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
危

険
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
松
岡
薬
師
地

区
で
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
工
事
を
実
施
い

た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
土
石
流
や
増
水
に
よ
る
二
次
災

害
を
防
ぎ
、
安
全
な
生
活
環
境
守
る
た

め
、
市
野
々
の
押
谷
川
で
砂
防
ダ
ム
の
建

設
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
が
、
そ
の
下
流
域
の
整
備
の
た
め
の
調

査
設
計
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
吉
峰
川
、
高
橋
川
、
南
熊

谷
川
な
ど
水
害
の
発
生
が
予
測
さ
れ
る
河

川
に
お
い
て
は
、
計
画
的
に
嵩
上
げ
や
護

岸
工
事
を
進
め
ま
す
。

改修が進む高橋川
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○
庁
舎
の

　
　
耐
震
補
強
工
事
を
実
施

　

耐
震
補
強
工
事
関
係
で
は
、
本
庁
舎
の

耐
震
補
強
計
画
及
び
実
施
設
計
に
基
づ

き
、
耐
震
補
強
工
事
と
関
連
工
事
を
行
う

と
と
も
に
、
永
平
寺
支
所
と
開
発
セ
ン

タ
ー
の
耐
震
補
強
工
事
の
実
施
設
計
を
行

い
ま
す
。

 

○
消
防
新
庁
舎
の
実
施
設
計
等

　 

　
消
防
救
急
体
制
の
強
化

　

消
防
庁
舎
の
統
合
に
つ
き
ま
し
て
は
、

新
年
度
に
お
い
て
は
、
消
防
新
庁
舎
の
実

整備された第３分団車庫

施
設
計
、
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
・
高

機
能
指
令
セ
ン
タ
ー
の
調
査
設
計
を
行
う

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
二
十
年
四
月
に
消
防
団
の
再
編
を

行
い
、
こ
れ
ま
で
計
画
的
に
消
防
団
車
庫

と
消
防
団
車
両
等
の
更
新
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
新
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
、

永
平
寺
中
地
区
の
第
四
分
団
車
庫
を
新
築

す
る
と
と
も
に
、
平
成
二
年
に
導
入
し
た

ポ
ン
プ
車
を
更
新
す
る
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
特
殊
災
害
対
応
の
除
染
シ
ャ

ワ
ー
や
火
災
活
動
用
の
呼
吸
器
、
消
防

ホ
ー
ス
な
ど
を
整
備
す
る
ほ
か
、
自
主
防

災
組
織
の
強
化
や
連
絡
協
議
会
ご
と
の
防

災
訓
練
、
救
命
救
急
講
習
会
な
ど
に
要
す

る
経
費
も
拡
充
し
て
お
り
、
消
防
・
救
急

体
制
の
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

 

○
住
宅
用
太
陽
光
発
電

　
　
　
　
設
備
導
入
を
支
援

　

環
境
対
策
に
お
き
ま
し
て
は
、
平
成

二
十
年
に
策
定
し
た
環
境
基
本
計
画
を
改

定
し
、
本
町
の
環
境
保
全
の
方
向
性
を
定

め
る
と
と
も
に
、
循
環
型
社
会
の
構
築
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備
導
入
に
対
す

る
支
援
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

普
及
・
促
進
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。

　

防
犯
対
策
で
は
、
小
中
学
校
の
通
学
路

を
明
る
く
安
全
に
す
る
た
め
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照

明
に
よ
る
防
犯
灯
の
整
備
を
引
き
続
き
実

施
い
た
し
ま
す
。

 

○
テ
ラ
ス
の
造
成
工
事
等
を

　
　
　
　
　
松
岡
公
園
整
備

　

松
岡
公
園
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
、
松
岡
清
水
区
か
ら
の
ア
プ

ロ
ー
チ
道
路
の
整
備
、
駐
車
場
整
備
、
南

春
日
山
古
墳
付
近
の
法
面
整
備
工
事
、
福

寿
園
跡
地
の
芝
生
広
場
の
整
備
や
植
栽
工

事
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
三
年
目

と
な
る
新
年
度
は
、
テ
ラ
ス
の
造
成
工
事

や
南
北
を
つ
な
ぐ
ア
プ
ロ
ー
チ
道
路
の
工

事
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
快
適
で
利
便
性
の
高
い

　
　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り

 
○
歩
行
者
の

　
　
　
　
安
全
確
保
を
優
先

　

道
路
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
町
で
は
安

心
で
安
全
な
歩
行
空
間
づ
く
り
の
た
め
、

歩
道
橋
の
整
備
や
路
側
帯
を
カ
ラ
ー
舗
装

に
す
る
な
ど
、
歩
行
者
の
安
全
確
保
を
優

先
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

現
在
、
領
家
橋
の
下
流
に
新
た
な
歩
道

橋
を
設
置
す
る
た
め
、
設
計
を
行
っ
て
お

り
ま
す
が
、
新
年
度
に
お
き
ま
し
て
、
社

会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
の
採
択
に

向
け
た
手
続
き
を
進
め
ま
す
。

　

永
平
寺
線
跡
地
遊
歩
道
整
備
と
永
平
寺

口
駅
周
辺
整
備
事
業
は
計
画
の
最
終
年
度

と
し
て
、
仕
上
げ
と
な
る
整
備
を
進
め
ま

す
。

　

こ
の
ほ
か
、
中
部
縦
貫
自
動
車
道
の
整

備
に
伴
う
上
下
水
道
の
配
水
管
と
汚
水
管

の
敷
設
替
え
、
宮
重
・
湯
谷
地
区
の
上
水

道
加
入
に
伴
う
配
水
池
の
建
設
工
事
を
行

い
ま
す
。

歩道整備予定の町道牧福島 藤巻線
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○
各
種
シ
ス
テ
ム
の
構
築
・

　
　
　
　
　
情
報
化
の
推
進

　

現
在
、
町
で
は
二
万
二
千
九
百
五
十
五

人
の
戸
籍
を
管
理
し
て
お
り
ま
す
が
、

広
範
囲
に
わ
た
る
大
規
模
災
害
等
で
戸
籍

デ
ー
タ
の
正
本
と
副
本
が
同
時
に
滅
失
す

る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、
戸
籍
副
本
デ
ー
タ

管
理
シ
ス
テ
ム
を
構
築
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
情
報
化
の
推
進
の
た
め
に
、
電

子
入
札
シ
ス
テ
ム
と
総
合
地
理
情
報
シ

ス
テ
ム
の
導
入
と
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

シ
ス
テ
ム
を
更
新
す
る
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
ふ
る
さ
と
創
造
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
実
施
計
画
の
策
定
や
町
の
Ｐ
Ｒ

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
の
放
映
に
新
た
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
に
ぎ
わ
い
の
あ
る

　
　 

活
力
豊
な
ま
ち
づ
く
り

 

○
販
路
拡
大
へ

　
　
　
　
商
工
業
者
を
支
援

　

町
の
活
力
や
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ

る
た
め
、
商
工
業
の
振
興
を
図
る
こ
と
が

重
要
で
あ
り
ま
す
。

　

商
工
会
や
商
業
者
が
実
施
す
る
消
費
拡

大
と
賑
わ
い
創
出
の
た
め
の
「
商
店
・
ま

ち
な
か
元
気
ア
ッ
プ
事
業
」
、
魅
力
あ
る

商
品
の
発
掘
と
販
路
拡
大
を
目
的
と
す
る

「
東
京
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ミ
ッ
ト
出
展
事
業
」

に
対
し
て
、
支
援
を
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。

　

中
小
企
業
融
資
資
金
や
、
利
子
補
給
、

勤
労
者
生
活
安
定
融
資
資
金
な
ど
の
貸
付

事
業
も
継
続
し
て
実
施
し
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

企
業
の
支
援
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

 
○
農
業
振
興
地
域

　
　
　
　
整
備
計
画
を
策
定

　

農
業
基
盤
を
確
立
し
、
農
業
振
興
と
優

良
な
農
地
の
保
全
の
た
め
、
農
業
振
興

地
域
を
指
定
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
整

備
計
画
は
合
併
以
前
に
策
定
さ
れ
た
も
の

で
、
新
年
度
に
お
い
て
こ
れ
を
統
合
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
基
礎
調
査
に
基

づ
い
た
今
後
十
年
間
の
農
地
の
保
全
と
高

度
利
用
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と

の
整
合
性
を
図
る
な
ど
、
地
域
指
定
の
見

直
し
を
行
い
、
新
た
な
農
業
振
興
地
域
整

備
計
画
を
策
定
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
農
地
の
集
積
に
対
す
る
協
力
金

の
支
給
、
林
道
に
か
か
る
橋
梁
の
点
検
、

町
の
振
興
作
物
を
使
っ
た
料
理
コ
ン
テ
ス

ト
な
ど
を
新
た
に
実
施
し
ま
す
。
有
害

鳥
獣
駆
除
対
策
、
水
田
農
業
構
造
改
革
補

助
、
農
村
災
害
対
策
な
ど
の
事
業
は
拡
充

し
て
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

松
岡
吉
野
・
光
明
寺
両
地
区
に
お
け
る

農
山
漁
村
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

も
、
平
成
二
十
五
年
度
が
事
業
計
画
の
最

終
年
度
と
な
り
ま
す
の
で
、
事
業
完
了
を

目
指
し
て
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
県
単
土
地
改
良
事
業
や
県
単
林

道
工
事
、
そ
の
他
の
町
単
独
事
業
に
つ
い

て
も
、
計
画
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

圃場整備が進む吉野地区

 

○
永
平
寺
門
前
周
辺

　 

ま
ち
づ
く
り
計
画
を
策
定

　

観
光
の
誘
客
を
一
層
高
め
る
た
め
、
首

都
圏
主
要
駅
構
内
で
の
観
光
映
像
の
放

映
、
観
光
情
報
誌
へ
の
広
告
掲
載
、
永
平

寺
門
前
周
辺
観
光
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
策

定
な
ど
、
新
た
な
取
り
組
み
を
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

 

徹
底
し
た
行
財
政
改
革
の

 

推
進
と
健
全
な
財
政
運
営
を

　

新
年
度
予
算
に
お
け
る
主
要
事
業
と

新
た
な
取
り
組
み
等
に
つ
い
て
申
し
上

げ
ま
し
た
が
、
財
源
の
確
保
と
健
全
財

政
の
維
持
に
努
め
、
改
革
を
進
め
て
い

く
こ
と
を
基
本
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
そ
の
結
果
、
五
十
一
の
新
規
事

業
と
、
十
七
の
事
業
を
拡
充
し
て
行
う

こ
と
と
し
て
お
り
、
平
成
二
十
五
年
度

一
般
会
計
の
当
初
予
算
の
規
模
は
、

八
十
四
億
二
千
五
百
九
十
万
円
と
な
っ
た

次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
他
、
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

計
を
は
じ
め
と
す
る
、
五
つ
の
特
別
会

計
予
算
に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
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事
業
が
円
滑
に
執
行
で
き
る
よ
う
、
適
正

な
予
算
を
編
成
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
そ
の
結
果
、
特
別
会
計
の
予
算
総

額
は
、
四
十
五
億
七
千
八
百
五
十
二
万
円

と
な
り
、
上
水
道
事
業
の
企
業
会
計
は
、

五
億
五
千
四
百
十
万
一
千
円
と
な
っ
た
次

第
で
あ
り
ま
す
。

　

全
会
計
の
予
算
総
額
は
百
三
十
五
億
五

千
八
百
万
円
余
と
な
り
、
前
年
度
と
比
較

す
る
と
、
二
億
三
千
五
百
万
円
余
を
減

額
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
新
年
度
に

予
定
し
て
お
り
ま
し
た
事
業
を
、
一
月
補

正
予
算
並
び
に
今
回
の
三
月
補
正
予
算
で

六
億
一
千
万
円
余
を
前
倒
し
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
実
質
的
に
は
前
年
度
よ
り
増
額

し
た
予
算
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

経
常
収
支
比
率
や
実
質
公
債
費
比
率
な

ど
、
財
政
状
況
の
弾
力
性
や
健
全
性
を
示

す
指
標
は
、
県
内
市
町
の
中
で
も
上
位
に

位
置
し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
、
事
務
事

業
の
改
善
、
コ
ス
ト
削
減
な
ど
徹
底
し
た

行
財
政
改
革
を
進
め
な
が
ら
、
健
全
な
財

政
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

 

地
域
の
つ
な
が
り
を
大
事
に

 

幸
せ
を
感
じ
る「
ま
ち
づ
く
り
」

　

新
た
な
政
権
が
誕
生
し
て
三
ケ
月
が
経

過
し
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
日
本
再
生

に
向
け
て
、
積
極
的
な
政
策
が
展
開
さ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
国
民
の
視
点
に
立
ち
、

国
民
の
幸
せ
の
た
め
に
国
政
を
進
め
て
い

た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

私
た
ち
の
町
、
永
平
寺
町
に
お
い
て

も
、
地
域
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
、

連
帯
感
を
深
め
、
真
の
地
方
自
治
を
目
指

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
町
民
が
誇
り
と
将
来
へ

の
希
望
を
持
て
る
よ
う
、
永
平
寺
町
を

新
し
い
時
代
に
向
け
て
発
展
さ
せ
て
ま
い

り
ま
す
。
ど
の
地
域
も
良
く
な
り
、
町
民

だ
れ
も
が
幸
せ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

「
ま
ち
づ
く
り
」
に
ま
い
進
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
  

三
月
補
正
予
算
に
つ
い
て

　

一
般
会
計
の
補
正
予
算
は
、
国
の
緊
急

経
済
対
策
の
迅
速
か
つ
円
滑
な
実
施
を
図

る
た
め
、
今
年
度
限
り
の
特
別
の
措
置
と

し
て
創
設
さ
れ
た
「
地
域
の
元
気
臨
時
交

付
金
」
を
活
用
し
た
事
業
に
取
り
組
む
も

の
を
中
心
に
編
成
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

平
成
二
十
五
年
度
に
予
定
し
て
お
り
ま
し

た
事
業
を
、
前
倒
し
し
て
実
施
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
交
付
金
は
、
通
常
二
分
の
一
の
国

庫
補
助
の
と
こ
ろ
、
財
政
力
に
応
じ
て
、

七
割
か
ら
九
割
の
範
囲
で
交
付
さ
れ
、
翌

年
度
の
特
定
財
源
と
し
て
も
活
用
で
き

る
、
非
常
に
有
利
な
交
付
金
で
あ
り
ま

す
。

　

農
林
水
産
業
費
に
お
い
て
「
震
災
対
策

農
業
水
利
対
策
事
業
」
と
「
農
山
漁
村
活

性
化
対
策
整
備
事
業
」
「
林
道
点
検
診
断

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

土
木
費
に
お
き
ま
し
て
は
「
道
路
及
び

橋
梁
建
設
改
良
工
事
」
「
ト
ン
ネ
ル
点

検
」
「
町
営
住
宅
改
修
工
事
」
を
実
施
い

た
し
ま
す
。

　

教
育
費
で
は
、
小
学
校
四
校
に
「
太
陽

光
発
電
施
設
」
を
整
備
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。

　

そ
の
他
、
選
挙
費
、
介
護
給
付
費
、
有

害
鳥
獣
対
策
費
、
除
雪
費
な
ど
各
事
業
の

確
定
に
伴
う
補
正
及
び
年
度
内
に
措
置
が

必
要
な
経
費
等
に
つ
い
て
補
正
を
行
う
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
永
平
寺
口
駅
周
辺
整
備
事
業
、

小
中
学
校
の
耐
震
補
強
工
事
、
先
ほ
ど
申

し
上
げ
ま
し
た
「
地
域
の
元
気
臨
時
交
付

金
」
を
活
用
し
た
事
業
等
の
十
二
の
事
業

に
つ
き
ま
し
て
、
年
度
内
の
完
成
が
見
込

め
な
い
こ
と
か
ら
、
繰
越
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
町
税
や
国
庫
支
出
金
、
県
支

出
金
、
繰
越
金
等
を
調
整
し
、
発
行
予

定
の
地
方
債
の
額
を
減
額
す
る
な
ど
、

歳
入
予
算
を
精
査
し
た
結
果
、
本
年
度

も
財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩
す
こ
と

な
く
、
財
政
調
整
基
金
の
総
額
は
、

二
十
二
億
七
千
九
百
万
円
余
を
確
保
で
き

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
国
民
健
康
保
険
事
業
を
は
じ

め
と
す
る
特
別
会
計
の
補
正
予
算
に
つ
き

ま
し
て
は
、
不
足
が
見
込
ま
れ
る
医
療
費

の
増
額
や
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
の

増
額
な
ど
、
本
年
度
内
の
事
業
実
施
に
必

要
な
経
費
の
増
額
を
行
う
も
の
で
あ
り
ま

す
。

　

そ
の
結
果
、
三
月
補
正
予
算
の
規
模
は
、

一
般
会
計
が
三
億
四
千
四
百
十
八
万
七
千

円
の
増
額
。
特
別
会
計
は
八
千
三
十
七
万

六
千
円
の
増
額
と
な
っ
た
次
第
で
あ
り
ま

す
。

元気・活力　未来につなぐ　暮らし向上予算元気・活力　未来につなぐ　暮らし向上予算
平成２５年度

当初予算一般会計 ８４億２，５９０万円（伸び率▲３．７％）８４億２，５９０万円（伸び率▲３．７％）
　主要財源である地方交付税は、地方が安定的な財政運営ができるようにとした国の財政計画等や政策の見直しを考
慮した結果、昨年度と同様の財源を見込みましたが対前年度比0.6％（2,300万円）の減となっています。歳入予算全体

に占める割合としては４３．２％となっています。町税は、依然厳しい経済情勢ではありますが、税制改正による個人住民税の増
（3,164万円）を見込んでいます。一方、本年度は、固定資産税の評価替えによる土地分の減（７７０万円）、デフレによる企業の業績
悪化により法人住民税の減（１，５４０万円）を見込んでいますが、町税全体では２．５％（４，７１７万円）の増加となっています。また、全
体に占める地方交付税と町税の割合は約３分の２を占めています。
　国庫支出金は、１６．３％（１０，５６８万円）減となっています。社会保障費の自然増に伴う介護給付費国庫負担が増加した一方、国の
施策見直しに伴う児童手当支給事業や学校施設整備及び道路事業に係る国の補助事業による国庫支出の減を見込んだためです。
　県支出金は、農山漁村活性化プロジェクト事業の終了や雇用創出事業の減より２０．２％（１１，５１０万円）の減を見込みました。
　繰入金３３，９５９万円のうち町の貯金である財政調整基金は、２９，８００万円を繰入れたほか、快適な教育環境を確保するための学
校図書購入や校外学習バス借り上げ代などにまちづくり基金から１，２１５万円を繰入れます。
　町債（町の借金）は１９．３％（１７，２００万円）の減となっています。地方交付税の不足分を補う臨時財政対策債が国の地方財政計
画を考慮し４６，０００万円と前年度と同額を見込んだほか、合併特例債は、健康福祉施設整備工事の完了に伴い１７，２００万円の減
となっています。
　税制の改正により税収が昨年度より若干の増となるものの、国の施策に伴い地方交付税の減少を見込むなど、今なお地域経済の
持ち直しを実感できる状況ではありませんが、誰もが安心して暮らせるまちづくりや住民福祉向上のための事業を積極的に行うた
め、必要な財源の確保は図っています。

　民生費が歳出予算全体の２８．８％を占めています。中学校終了時までの子ども医療費助成事業（6，363万円）、社会
保障費の自然増に伴う障害者自立支援等を含む介護給付費（３４，７６６万円）、園児たちが地震などの災害でも速やか

に適切な避難ができるように緊急地震速報装置の整備（３１０万円）などを行います。
　また、総務費においては、昨年度に引き続き、防災行政無線の整備（５，５８４万円）や、防災拠点の中核をなす本庁舎の耐震補強工
事及び永平寺支所・開発センターの耐震補強工事実施設計の委託、自主防災組織連絡協議会に対し、活動費や防災資機材購入費
の補助を行い、安心して暮らせるまちづくりを推進します。その他、本町がこれまで行ってきた子育て支援、教育力の向上など、他自治
体より先進的な政策を広く周知するため、テレビスポットのコマーシャルを放映し永平寺町への定住を促す事業への取り組みを進め
ます。また、「若者定住促進支援事業」も併せて行うなど人口が減少しない特色あるまちづくりに向けた事業も行います。
　教育費においては保護者の経済的負担の軽減や住みやすさを実感できる教育環境を図るため、学校給食無償化事業（８，８００万
円）に取り組みます。障害をもつ児童に対し、学校生活上の介助や学習の支援をする特別支援教育支援員の配置や不登校解消の
ための登校支援員の配置をいたします。また、自然の中での集団宿泊活動を通じて自立心や人間関係の育成を行うため全ての小学
校の５年生を対象に、豊かな体験活動事業を行います。
　衛生費においては、元気長生き健康づくり推進事業（１，８１２万円）、集落全体および町民ひとり一人が自ら健康づくりに取り組ん
でいただけるよう支援する健康づくり推進事業（９７９万円）を行います。環境政策では、町環境基本計画の中間年であることから、こ
れまでの施策を総点検し社会情勢の変化に応じた計画の改定を行い、本町が進める環境保全の方向性を明確にする取り組みも行
います。
　土木費・農林水産業費においても生活道路網の整備や自然に親しむ憩いの空間整備としての松岡公園整備、農林業を行う担い
手の育成と有害鳥獣対策経費の充実を図るほか、観光客の誘客に向けた事業、町内で開催される集客や消費拡大となるイベントを
行う企業への助成等を行うなど商工業振興を図るための施策に対応した予算となっています。

特別会計（対前年度伸び率）
●国民健康保険事業 １７億８，２４５万円 （１．０％増）
●後期高齢者医療事業 １億８，７７０万円 （０．６％減）
●介護保険（保険勘定） １６億９，６７５万円 （１．４％増）
●下水道事業 ６億９，４９２万円 （１．１％増）
●農業集落排水事業 ２億１，６７０万円 （１．６％減）
　　合　　　計 ４５億７，８５２万円 （１．０％増）

企業会計（対前年度伸び率）
●上水道事業 ５億５，４１０万円 （９．１％増）
　※上水道事業の予算額は、収益的支出と資本的支出の
　　合計です。

【上水道企業会計】　５億５，４１０万円で対前年度比９．１％（４，６３３万
円）の増となりました。松岡湯谷・松岡宮重地区の水道を左岸高区区域
の給水区域に統合するため、松岡上吉野地区に配水池を建設し、住民に
安定した水道水を供給するための詳細設計・工事（４，７０７万円）を行う
ことによるものです。今後とも水源の確保や老朽化に伴う施設更新を行
うなど、快適で住みよいまちづくりをめざし、将来的に安定した飲料水の
供給に努めます。

【特別会計】　特別会計は、総額４５億７，８52万円、対前年度比１．０％（４，
４35万円）の増となりました。これは、国民健康保険事業特別会計におい
て、退職被保険者医療費の増が見込まれることや介護保険事業（保険勘
定）において、地域密着型介護サービス給付、施設介護サービス給付の
利用者の増によるものが主な要因となっております。
　また、下水道事業会計および農業集落排水事業会計においては、例年
並みの予算となっております。

歳 入

歳 出
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元気・活力　未来につなぐ　暮らし向上予算元気・活力　未来につなぐ　暮らし向上予算
平成２５年度

当初予算一般会計 ８４億２，５９０万円（伸び率▲３．７％）８４億２，５９０万円（伸び率▲３．７％）
　主要財源である地方交付税は、地方が安定的な財政運営ができるようにとした国の財政計画等や政策の見直しを考
慮した結果、昨年度と同様の財源を見込みましたが対前年度比0.6％（2,300万円）の減となっています。歳入予算全体

に占める割合としては４３．２％となっています。町税は、依然厳しい経済情勢ではありますが、税制改正による個人住民税の増
（3,164万円）を見込んでいます。一方、本年度は、固定資産税の評価替えによる土地分の減（７７０万円）、デフレによる企業の業績
悪化により法人住民税の減（１，５４０万円）を見込んでいますが、町税全体では２．５％（４，７１７万円）の増加となっています。また、全
体に占める地方交付税と町税の割合は約３分の２を占めています。
　国庫支出金は、１６．３％（１０，５６８万円）減となっています。社会保障費の自然増に伴う介護給付費国庫負担が増加した一方、国の
施策見直しに伴う児童手当支給事業や学校施設整備及び道路事業に係る国の補助事業による国庫支出の減を見込んだためです。
　県支出金は、農山漁村活性化プロジェクト事業の終了や雇用創出事業の減より２０．２％（１１，５１０万円）の減を見込みました。
　繰入金３３，９５９万円のうち町の貯金である財政調整基金は、２９，８００万円を繰入れたほか、快適な教育環境を確保するための学
校図書購入や校外学習バス借り上げ代などにまちづくり基金から１，２１５万円を繰入れます。
　町債（町の借金）は１９．３％（１７，２００万円）の減となっています。地方交付税の不足分を補う臨時財政対策債が国の地方財政計
画を考慮し４６，０００万円と前年度と同額を見込んだほか、合併特例債は、健康福祉施設整備工事の完了に伴い１７，２００万円の減
となっています。
　税制の改正により税収が昨年度より若干の増となるものの、国の施策に伴い地方交付税の減少を見込むなど、今なお地域経済の
持ち直しを実感できる状況ではありませんが、誰もが安心して暮らせるまちづくりや住民福祉向上のための事業を積極的に行うた
め、必要な財源の確保は図っています。

　民生費が歳出予算全体の２８．８％を占めています。中学校終了時までの子ども医療費助成事業（6，363万円）、社会
保障費の自然増に伴う障害者自立支援等を含む介護給付費（３４，７６６万円）、園児たちが地震などの災害でも速やか

に適切な避難ができるように緊急地震速報装置の整備（３１０万円）などを行います。
　また、総務費においては、昨年度に引き続き、防災行政無線の整備（５，５８４万円）や、防災拠点の中核をなす本庁舎の耐震補強工
事及び永平寺支所・開発センターの耐震補強工事実施設計の委託、自主防災組織連絡協議会に対し、活動費や防災資機材購入費
の補助を行い、安心して暮らせるまちづくりを推進します。その他、本町がこれまで行ってきた子育て支援、教育力の向上など、他自治
体より先進的な政策を広く周知するため、テレビスポットのコマーシャルを放映し永平寺町への定住を促す事業への取り組みを進め
ます。また、「若者定住促進支援事業」も併せて行うなど人口が減少しない特色あるまちづくりに向けた事業も行います。
　教育費においては保護者の経済的負担の軽減や住みやすさを実感できる教育環境を図るため、学校給食無償化事業（８，８００万
円）に取り組みます。障害をもつ児童に対し、学校生活上の介助や学習の支援をする特別支援教育支援員の配置や不登校解消の
ための登校支援員の配置をいたします。また、自然の中での集団宿泊活動を通じて自立心や人間関係の育成を行うため全ての小学
校の５年生を対象に、豊かな体験活動事業を行います。
　衛生費においては、元気長生き健康づくり推進事業（１，８１２万円）、集落全体および町民ひとり一人が自ら健康づくりに取り組ん
でいただけるよう支援する健康づくり推進事業（９７９万円）を行います。環境政策では、町環境基本計画の中間年であることから、こ
れまでの施策を総点検し社会情勢の変化に応じた計画の改定を行い、本町が進める環境保全の方向性を明確にする取り組みも行
います。
　土木費・農林水産業費においても生活道路網の整備や自然に親しむ憩いの空間整備としての松岡公園整備、農林業を行う担い
手の育成と有害鳥獣対策経費の充実を図るほか、観光客の誘客に向けた事業、町内で開催される集客や消費拡大となるイベントを
行う企業への助成等を行うなど商工業振興を図るための施策に対応した予算となっています。

特別会計（対前年度伸び率）
●国民健康保険事業 １７億８，２４５万円 （１．０％増）
●後期高齢者医療事業 １億８，７７０万円 （０．６％減）
●介護保険（保険勘定） １６億９，６７５万円 （１．４％増）
●下水道事業 ６億９，４９２万円 （１．１％増）
●農業集落排水事業 ２億１，６７０万円 （１．６％減）
　　合　　　計 ４５億７，８５２万円 （１．０％増）

企業会計（対前年度伸び率）
●上水道事業 ５億５，４１０万円 （９．１％増）
　※上水道事業の予算額は、収益的支出と資本的支出の
　　合計です。

【上水道企業会計】　５億５，４１０万円で対前年度比９．１％（４，６３３万
円）の増となりました。松岡湯谷・松岡宮重地区の水道を左岸高区区域
の給水区域に統合するため、松岡上吉野地区に配水池を建設し、住民に
安定した水道水を供給するための詳細設計・工事（４，７０７万円）を行う
ことによるものです。今後とも水源の確保や老朽化に伴う施設更新を行
うなど、快適で住みよいまちづくりをめざし、将来的に安定した飲料水の
供給に努めます。

【特別会計】　特別会計は、総額４５億７，８52万円、対前年度比１．０％（４，
４35万円）の増となりました。これは、国民健康保険事業特別会計におい
て、退職被保険者医療費の増が見込まれることや介護保険事業（保険勘
定）において、地域密着型介護サービス給付、施設介護サービス給付の
利用者の増によるものが主な要因となっております。
　また、下水道事業会計および農業集落排水事業会計においては、例年
並みの予算となっております。

歳 入

歳 出
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歳 入歳 出

永平寺さんちの収入は、給料が主なものですが、近年の経済情勢を反映して、基本給（町税）

のアップは厳しいものとなっています。一方、会社（国）の方針で家計（地方財政）の財源は

昨年同様に確保されていますが、政策の見直し等により、諸手当（地方交付税）は昨年度より

若干少なくなっています。また、年間支出843万円を賄うため、貯金の取り崩しや金融機関か

らの借入も行っています。

　支出の主なものは、小学校から中学校まですべての学校給食費の無償化事業、子ども医療費

助成事業、商店・まちなか元気ＵＰ事業、災害に強いまちづくりのための、消防庁舎統合事

業、本庁舎耐震補強事業、行政防災無線整備事業など「健康・元気づくり支援」「未来の子ど

も応援事業」「にぎわいのある活力豊かなまちづくり」「地域防災力の強化」の推進のための

費用を確保するなど、住みやすさを実感でき、生活の質が向上するよう工夫しています。

　景気低迷が続く中、基本給が伸び悩むことが予想されるほか、今後の会社（国）の方針で、

諸手当が減っていくことも考えられるため、給料が増加することは見込めませんが、さらに支

出を工夫し、経費を節約し、家族にやさしい、より質の高い生活を目指していきたいと考えて

います。

家
計
簿
で
み
る
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算

家
計
簿
で
み
る
町
の
予
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町の予算をより身近に感じていただくために、一般会計予算を家計簿の形に
して表してみました。なお金額の単位は「千万円」を「万円」に置き換えて
います。 永平寺さんちの

会計簿
給　料 690万円

　基本給（町税） 194万円

　諸手当

（普通交付税、国庫支出金など） 496万円

パート収入

（分担金、使用料など） 22万円

雑収入 16万円

金融機関からの借入（町債） 72万円

貯金の取崩（繰入金） 34万円

前年度の残金（繰越金） 9万円

合計 843万円

収  入
食費（人件費） 207万円
医療費（扶助費） 100万円
公共料金、    
生活用品など（物件費） 119万円
保険料、
交際費など（補助費など） 141万円
ローンの返済（公債費） 91万円
家の改築、修繕など
（普通建設事業費など） 71万円
子どもへの仕送り、友人への援助
（繰出金、貸付金） 108万円
貯金 6万円
合計 843万円

支  出

一般会計
842,590万円
一般会計

842,590万円
一般会計

842,590万円
一般会計

842,590万円

町税　194,383万円　23.1%

繰入金
　33,959万円　4.0%

諸収入
　15,160万円　1.8%
分担金及び負担金
　13,917万円　1.6%
自主財源その他
　18,142万円　2.2%

町債
　71,900万円　8.5%

国庫支出金
　54,452万円　6.5%

県支出金
　45,377万円　5.4%

地方消費税交付金
　18,500万円　2.2%

依存財源その他
　12,800万円　1.5%

民生費
242,751万円
28.8%

総務費
138,052万円
16.4%

土木費
100,320万円
11.9%

教育費
98,765万円
11.7%

衛生費
52,114万円
　　6.2%

農林水産費
50,502万円
6.0%

消防費　39,511万円　4.7%
商工費　15,724万円　1.9%

議会費
9,815万円
1.2%

労働費
4,217万円
0.5%
予備費
300万円
0.0%

地方交付税
　364,000万円　43.2%

町　民　税　92,380万円
固定資産税　86,347万円
そ　の　他　15,656万円

普通交付税　320,000万円
特別交付税　  44,000万円

臨時財政対策債
　　　46,000万円
合併特例債
　　　25,900万円

放課後児童クラブ事業 1,466万円
児童館運営事業 1,492万円
緊急地震速報装置整備事業 310万円
子育て応援の日設定事業 124万円
子ども医療費助成事業 6,363万円
地域福祉計画策定業務委託 297万円
障害者自立支援事業介護給付費 34,766万円
自立支援育成医療費給付費 171万円
配食サービス事業 658万円
外出支援サービス事業 1,881万円
在宅介護支援センター事業委託 754万円
社会福祉協議会活動補助金 4,589万円
国民健康保険事業会計繰出金 5,486万円
後期高齢者広域連合負担金 22,814万円
後期高齢者医療特別会計繰出金 4,673万円
介護保険会計介護給付費繰出金 24,395万円

本庁舎耐震補強工事・関連工事 6,308万円
永平寺支所・開発センター耐震補強実施設計委託 920万円
永平寺線跡地遊歩道整備事業 2,576万円
永平寺口駅周辺整備事業 8,961万円
永平寺町防災行政無線（同報系）整備 5,660万円
自主防災組織活動費・資機材整備補助金 350万円
若者定住促進支援事業 342万円
永平寺町ＰＲ事業 116万円
地域コミュニティバス運行委託 4,022万円
安心で明るい通学路（LED）普及促進事業 116万円

学校給食無償化事業 8,800万円
松岡中学校第２体育館（武道場）測量・地質調査
実施設計業務委託 1,477万円
松岡小学校校舎大規模改修事業 1,181万円
永平寺中学校校舎改修等工事 1,261万円
緊急地震速報装置設置事業 217万円
特別支援教育支援員配置事業 3,270万円
登校支援員配置事業 219万円
豊かな体験活動推進事業 542万円
「確かな学力」の育成支援事業 330万円
みんなの学校・さわやか交流事業 70万円
芸術ふれあい教室事業 114万円
学校図書購入費 318万円

健康増進事業 979万円
未熟児療育医療給付事業 300万円
妊婦乳児健康診査委託 1,476万円
予防接種事業委託 4,093万円
がん検診委託 1,812万円
地域でつくるみんなの健康づくり推進事業 120万円
環境基本計画改定事業 29万円
住宅用太陽光発電設備導入事業 216万円
不法投棄等監視パトロール事業 45万円

永平寺町農業振興地域整備計画策定事業 452万円
「おいしいね！永平寺」料理コンテスト 27万円
有害鳥獣対策ネット柵設置補助事業 600万円
レンゲ米（有機）学校給食推進事業 449万円
県単・町単土地改良事業 4,369万円
県単･町単林道事業 4,835万円
水田農業構造改革補助金 4,249万円
農村災害対策整備事業 960万円
林道点検業務委託 50万円

消防救急デジタル無線・高機能消防指令センター総合整備
実施設計委託料 1,016万円
新消防庁舎建設実施設計委託料 1,966万円
消防団永平寺中地区消防施設新築工事 1,499万円
第４分団消防ポンプ車購入費 1,750万円

松岡公園整備事業 3,400万円
急傾斜地崩壊対策事業 1,000万円
水害に強い街づくり事業 1,700万円
地域をつなぐ河川環境づくり推進事業 160万円
福井の伝統的民家普及促進事業補助金 600万円
町道整備･維持補修工事 10,180万円
木造住宅耐震化等促進事業 328万円
町営住宅解体工事 260万円

公債費
90,519万円
10.7%

観光情報発信事業 203万円
永平寺門前周辺まちなみ魅力アップ事業 150万円
商店・まちなか元気ＵＰ事業補助金 90万円
東京ビジネスサミット出店事業 75万円
チャレンジ企業支援補助 100万円
永平寺町商工会運営補助金 1,000万円
商工振興関係資金預託事業 4,500万円
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永平寺さんちの収入は、給料が主なものですが、近年の経済情勢を反映して、基本給（町税）

のアップは厳しいものとなっています。一方、会社（国）の方針で家計（地方財政）の財源は

昨年同様に確保されていますが、政策の見直し等により、諸手当（地方交付税）は昨年度より

若干少なくなっています。また、年間支出843万円を賄うため、貯金の取り崩しや金融機関か

らの借入も行っています。

　支出の主なものは、小学校から中学校まですべての学校給食費の無償化事業、子ども医療費

助成事業、商店・まちなか元気ＵＰ事業、災害に強いまちづくりのための、消防庁舎統合事

業、本庁舎耐震補強事業、行政防災無線整備事業など「健康・元気づくり支援」「未来の子ど

も応援事業」「にぎわいのある活力豊かなまちづくり」「地域防災力の強化」の推進のための

費用を確保するなど、住みやすさを実感でき、生活の質が向上するよう工夫しています。

　景気低迷が続く中、基本給が伸び悩むことが予想されるほか、今後の会社（国）の方針で、

諸手当が減っていくことも考えられるため、給料が増加することは見込めませんが、さらに支

出を工夫し、経費を節約し、家族にやさしい、より質の高い生活を目指していきたいと考えて

います。
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町の予算をより身近に感じていただくために、一般会計予算を家計簿の形に
して表してみました。なお金額の単位は「千万円」を「万円」に置き換えて
います。 永平寺さんちの

会計簿
給　料 690万円

　基本給（町税） 194万円

　諸手当

（普通交付税、国庫支出金など） 496万円

パート収入

（分担金、使用料など） 22万円

雑収入 16万円

金融機関からの借入（町債） 72万円

貯金の取崩（繰入金） 34万円

前年度の残金（繰越金） 9万円

合計 843万円

収  入
食費（人件費） 207万円
医療費（扶助費） 100万円
公共料金、    
生活用品など（物件費） 119万円
保険料、
交際費など（補助費など） 141万円
ローンの返済（公債費） 91万円
家の改築、修繕など
（普通建設事業費など） 71万円
子どもへの仕送り、友人への援助
（繰出金、貸付金） 108万円
貯金 6万円
合計 843万円

支  出

一般会計
842,590万円
一般会計

842,590万円
一般会計

842,590万円
一般会計

842,590万円

町税　194,383万円　23.1%

繰入金
　33,959万円　4.0%

諸収入
　15,160万円　1.8%
分担金及び負担金
　13,917万円　1.6%
自主財源その他
　18,142万円　2.2%

町債
　71,900万円　8.5%

国庫支出金
　54,452万円　6.5%

県支出金
　45,377万円　5.4%

地方消費税交付金
　18,500万円　2.2%

依存財源その他
　12,800万円　1.5%

民生費
242,751万円
28.8%

総務費
138,052万円
16.4%

土木費
100,320万円
11.9%

教育費
98,765万円
11.7%

衛生費
52,114万円
　　6.2%

農林水産費
50,502万円
6.0%

消防費　39,511万円　4.7%
商工費　15,724万円　1.9%

議会費
9,815万円
1.2%

労働費
4,217万円
0.5%
予備費
300万円
0.0%

地方交付税
　364,000万円　43.2%

町　民　税　92,380万円
固定資産税　86,347万円
そ　の　他　15,656万円

普通交付税　320,000万円
特別交付税　  44,000万円

臨時財政対策債
　　　46,000万円
合併特例債
　　　25,900万円

放課後児童クラブ事業 1,466万円
児童館運営事業 1,492万円
緊急地震速報装置整備事業 310万円
子育て応援の日設定事業 124万円
子ども医療費助成事業 6,363万円
地域福祉計画策定業務委託 297万円
障害者自立支援事業介護給付費 34,766万円
自立支援育成医療費給付費 171万円
配食サービス事業 658万円
外出支援サービス事業 1,881万円
在宅介護支援センター事業委託 754万円
社会福祉協議会活動補助金 4,589万円
国民健康保険事業会計繰出金 5,486万円
後期高齢者広域連合負担金 22,814万円
後期高齢者医療特別会計繰出金 4,673万円
介護保険会計介護給付費繰出金 24,395万円

本庁舎耐震補強工事・関連工事 6,308万円
永平寺支所・開発センター耐震補強実施設計委託 920万円
永平寺線跡地遊歩道整備事業 2,576万円
永平寺口駅周辺整備事業 8,961万円
永平寺町防災行政無線（同報系）整備 5,660万円
自主防災組織活動費・資機材整備補助金 350万円
若者定住促進支援事業 342万円
永平寺町ＰＲ事業 116万円
地域コミュニティバス運行委託 4,022万円
安心で明るい通学路（LED）普及促進事業 116万円

学校給食無償化事業 8,800万円
松岡中学校第２体育館（武道場）測量・地質調査
実施設計業務委託 1,477万円
松岡小学校校舎大規模改修事業 1,181万円
永平寺中学校校舎改修等工事 1,261万円
緊急地震速報装置設置事業 217万円
特別支援教育支援員配置事業 3,270万円
登校支援員配置事業 219万円
豊かな体験活動推進事業 542万円
「確かな学力」の育成支援事業 330万円
みんなの学校・さわやか交流事業 70万円
芸術ふれあい教室事業 114万円
学校図書購入費 318万円

健康増進事業 979万円
未熟児療育医療給付事業 300万円
妊婦乳児健康診査委託 1,476万円
予防接種事業委託 4,093万円
がん検診委託 1,812万円
地域でつくるみんなの健康づくり推進事業 120万円
環境基本計画改定事業 29万円
住宅用太陽光発電設備導入事業 216万円
不法投棄等監視パトロール事業 45万円

永平寺町農業振興地域整備計画策定事業 452万円
「おいしいね！永平寺」料理コンテスト 27万円
有害鳥獣対策ネット柵設置補助事業 600万円
レンゲ米（有機）学校給食推進事業 449万円
県単・町単土地改良事業 4,369万円
県単･町単林道事業 4,835万円
水田農業構造改革補助金 4,249万円
農村災害対策整備事業 960万円
林道点検業務委託 50万円

消防救急デジタル無線・高機能消防指令センター総合整備
実施設計委託料 1,016万円
新消防庁舎建設実施設計委託料 1,966万円
消防団永平寺中地区消防施設新築工事 1,499万円
第４分団消防ポンプ車購入費 1,750万円

松岡公園整備事業 3,400万円
急傾斜地崩壊対策事業 1,000万円
水害に強い街づくり事業 1,700万円
地域をつなぐ河川環境づくり推進事業 160万円
福井の伝統的民家普及促進事業補助金 600万円
町道整備･維持補修工事 10,180万円
木造住宅耐震化等促進事業 328万円
町営住宅解体工事 260万円

公債費
90,519万円
10.7%

観光情報発信事業 203万円
永平寺門前周辺まちなみ魅力アップ事業 150万円
商店・まちなか元気ＵＰ事業補助金 90万円
東京ビジネスサミット出店事業 75万円
チャレンジ企業支援補助 100万円
永平寺町商工会運営補助金 1,000万円
商工振興関係資金預託事業 4,500万円
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平成２５年度当初予算
　　　　　における新規事業及び主要事業の概要
平成２５年度当初予算
　　　　　における新規事業及び主要事業の概要

新規事業　51事業　　拡充事業　17事業

　３地区の均衡ある発展とすべての皆さんが等しく様々な行政サービスを受けられる
町の実現を目指して、事業を実施して行きます。ここでは、永平寺町総合振興計画の
基本目標に沿って、その施策についての事業や取り組みを紹介します。（　新　は新
規事業、 拡充 は昨年の事業を更に充実させたものです。）

１．健康で笑顔に満ちたまちづくりをめざして

１）健康づくりの支援

拡充　健康増進事業  ……………………………………	 ９,７８９千円
　　　（健康づくりポイントカード事業）

　　　　健康教育、健康相談、訪問指導の実施及び一般健康診査、胸部Ｘ線検査等の実施により、生活習慣病の

　　　　予防を図り、さらに保健計画における「やろっさ行動目標を実践する」を実行するため、参加者がポイ

　　　　ントシールを貼付け、健康づくりの実践を推進します。

拡充　町民健康ウォーキング事業  ………………………	 ４６４千円

　　　　手軽に親しめるウォーキングを通して、町民の体力づくりと健康意識の高揚を図り、運動習慣作りのた

　　　　めの支援を行い、健康で笑顔に満ちたまちづくりを推進します。

　　　がん検診委託料  ………………………………	 １８，１２１千円

　　　予防接種事業委託料  …………………………	 ４０，９３２千円

　　　地域でつくるみんなの健康づくり推進事業  ………	 １，２００千円

　　　妊婦乳児健康診査委託料  ……………………	 １４，７５６千円

　　　健康増進事業  ……………………………………	 ９，７８９千円

　　　母子保健事業  ……………………………………	 ２，３６８千円

２）子育て・少子化対策の推進

  新  　未熟児養育医療給付事業  ………………………	 ３，００４千円

　　　　養育のため入院を必要とする1歳に満たない未熟児に対し、指定養育医療機関において入院にかかる医

　　　　療費の給付を行います。

健康ウォーキング
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  新  　上志比幼児園屋上防水工事  ……………………	 ２，８３４千円

　　　　園舎屋上が経年劣化しており、園児が衛生的で快適に過ごせるよう、屋上防水工事を行うものです。

  新  　なかよし幼児園手洗い場新設工事  ………………	 ９０４千円

　　　　現在、遊戯室に手洗い場が設置されていないので、園児が衛生的な保育が受けられるよう、遊戯室内に

　　　　手洗い場を設置するものです。

  新  　松岡西幼児園屋上タイル補修工事  ………………	 ８７７千円

　　　　園舎屋上のタイルが経年劣化により剥離しており、園児の安全確保のため改修工事を行うものです。

　　　児童手当て支給事業  ………………………	 ３３１，１４０千円

　　　子どもの医療費助成事業（中学校修了まで）…	 ６３，６３０千円

　　　えいへいじ子育て応援の日設定事業  …………	 １，２３９千円

　　　放課後児童クラブ事業  ………………………	 １４，６６２千円

　　　待機児童のない対策として
　　　　嘱託保育士・調理員等の賃金  …………	 １４４，９６７千円

　　　児童館運営事業  ………………………………	 １４，９２３千円

　　　子育て支援センター事業  ………………………	 ８，１２５千円

　　　母子父子家庭等医療費助成事業  ………………	 ７，３８０千円

　　　出産祝い金支給事業  ……………………………	 ５，４００千円

　　　幼児園・幼稚園図書整備事業  ……………………	 ４００千円

　　　夜間・短期入所保育事業  ……………………………	７５千円

３）高齢者福祉の充実

  新  　地域福祉計画策定業務委託  ……………………	 ２，９６６千円

　　　　社会福祉法に基づき、町民とともに支え合い、助け合うという意識の形成、その仕組みやネットワーク、行

　　　　政、事業者、町民の役割や取り組みについて基本的な計画を策定します。

拡充　配食サービス事業委託  …………………………	 ６，５８３千円

　　　　一人暮らしの高齢者及び高齢者のみの世帯宅へ民生委員が安否確認を兼ねて、栄養バランスのとれた食

　　　　事を提供するため、松岡地区及び永平寺地区の実施回数を週２回に拡大します。

子育て研修会

児童館合同運動会



広報永平寺特集号　18

拡充　老人福祉センター指定管理委託事業  ………	 １８，５７２千円

　　　　老人福祉センター「永寿苑」の施設の管理について、永平寺町社会福祉協議会に指定管理するものです。

　　　　永平寺南地区から永寿苑無料送迎の他に、同送迎ワゴン車を利用し、翠荘⇔永寿苑⇔温泉施設の運行に

　　　　より、施設利用者の利便を図ります。

　　　町社会福祉協議会活動補助金  ………………	 ４５，８９４千円

　　　在宅福祉事業委託  ……………………………	 ４４，430千円

　　　（外出支援サービス事業委託  ………………	 １８，８１４千円	）

　　　（すこやか介護用品支給事業委託  …………	 １３，４８５千円	）

　　　（在宅介護支援センター事業委託  ……………	 ７，５３９千円	）

　　　（地域ふれあいサロン事業委託  ………………	 ２，８２７千円	）

　　　（寝具洗濯サービス事業委託  ……………………	 ８４８千円	）

　　　（軽度生活援助事業委託  …………………………	 ３６０千円	）

　　　（緊急時情報カード設置普及事業委託  …………	 557千円	）

　　　老人福祉施設入所者措置事業  ………………	 ２５，２６７千円

　　　シルバー人材センター助成事業  ……………	 １５，６２８千円

　　　老人クラブ運営事業  ……………………………	 ３，０３９千円

　　　敬老会運営事業  …………………………………	 ２，６０１千円

　　　在宅介護慰労金助成事業  ………………………	 １，５００千円

４）障害者（児）福祉の充実

  新  　自立支援育成医療給付事業  ……………………	 １，７０５千円

　　　　18歳に達するまでの、身体に障害のある児童、知的障害のある児童又は精神に障害のある児童に対し、

　　　　その身体障害を除去、軽減する手術等の治療によって、生活能力をえるために必要な自立支援医療費を

　　　　給付します。

　　　介護給付費  …………………………………	 ３４７，６５５千円

　　　重度障害者（児）医療費助成事業  …………	 ８７，６００千円

　　　障害者自立支援特別対策事業  ……………………	 ６２５千円

　　　補装具等支給事業  ………………………………	 ７，７４４千円

　　　支え合い元気で通学支援事業  …………………	 ５，０２８千円

永寿園

敬老会
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　　　自立支援医療（更生医療）事業  ………………	 ８，８２０千円

　　　地域活動支援センター事業  ……………………	 ２，８４９千円

　　　障害者日中一時支援事業  ………………………	 ５，２２０千円

　　　心身障害者通所交通費助成事業  …………………	 １８０千円

　　　地域自殺対策緊急強化事業  ………………………	 ３７１千円

　　　障害者日常生活用具給付事業  …………………	 ４，９０５千円

　　　福祉タクシー利用助成事業  ……………………	 １，３６１千円

５）安心の社会保障

　　　介護保険特別会計繰出金  …………………	 ２４３，９４８千円

　　　後期高齢者広域連合負担金  ………………	 ２２８，１３５千円

　　　国民健康保険事業特別会計繰出金  …………	 ５４，８６２千円

　　　後期高齢者医療特別会計繰出金  ……………	 ４６，７２６千円

２．健やかに育ち、心豊かな人づくりをめざして

１）学校教育の充実

  新  　学校給食無償化事業  …………………………	 ８８，０００千円

　　　　子育て世代が抱える経済的負担を軽減し、安心して子育てができる環境

　　　　の整備を図ることで、少子化対策、定住促進につながるように、小学校

　　　　から中学校まで学校給食費を無償化とするものです。

  新  　松岡中学校第２体育館（武道場）
　　　測量・地質調査・実施設計業務委託  ………	 １４，７６８千円

　　　　松岡中学校第２体育館（武道場）建設のため、測量・地質調査および実施設計業務を委託するものです。

  新  　 緊急地震速報装置設置事業  …………………	 ２，１７０千円

　　　　地震をいち早く知らせ、児童を早期に避難させ、安全を確保するため、小学校７校に緊急地震速報装置

　　　　を設置するものです。

  新  　 校舎大規模改造事業  …………………………	 １１，８１３千円

　　　　学校環境の整備を図るため、松岡小学校の屋内運動場と連結する校舎の改造を行うものです。

学校給食
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  新  　永平寺中学校校舎改修等工事  ………………	 １２，６０９千円

　　　　老朽化に伴い、永平寺中学校プールの解体工事を行うものです。

  新  　登校支援員配置事業  ……………………………	 ２，１９２千円

　　　　不登校解消のため、松岡中学校・永平寺中学校に各々1名ずつ登校支援

　　　　員を配置するものです。

  新  　松岡中学校駐輪場増設工事  ……………………	 ２，１２１千円

　　　　自転車通学の生徒が増加したことにより、すべての自転車が駐輪できな

　　　　いため、増設工事をするものです。

  新  　上志比小学校トイレ改修工事設計業務委託  …	 １，１４５千円

　　　　老朽化した上志比小学校のトイレの改修を行うため、工事設計を委託するものです。

  新  　みんなの学校さわやか交流事業  …………………	 ７００千円

　　　　小学校の児童数の枠を超えた学校間の交流を行い、児童の誰もが集団活動の重要性を認識してもらうも

　　　　のです。

　　　豊かな体験活動推進事業  ………………………	 ５，４１７千円

　　　特別支援教育支援員配置事業  ………………	 ３２，６９４千円

　　　中学生海外派遣事業  ……………………………	 ４，０００千円

　　　芸術ふれあい教室事業  …………………………	 １，１４１千円

　　　新たな誓い立志のつどい事業  ……………………	 ４８７千円

　　　遠距離通学奨励、就学援助、
　　　　特別支援教育就学奨励費  ……………………	 ９，１７７千円

　　　小学校複式学級解消事業  ………………………	 ５，５９９千円

　　　学校図書の充実  …………………………………	 ３，１７９千円

　　　学校元気創造事業  ………………………………	 ４，３０１千円

　　　中学校部活動補助  ………………………………	 ２，７６５千円

　　　「確かな学力」の育成支援事業  ………………	 ３，３００千円

　　　小学校英語教育推進事業  …………………………	 ８６０千円

　　　みんなで作る楽しい学校農園事業  ………………	 ６５０千円

松岡中学校駐輪場

文化芸術鑑賞

学校農園事業
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２）学校・家庭・地域の連携

　　　浄法寺山青少年旅行村管理事業  ………………	 ４，８６３千円

　　　吉峰寺キャンプ場管理事業  ………………………	 ８６９千円

３）生涯学習の推進

拡充　図書館図書購入費  ………………………………	 ７，５４０千円

　　　　子どもや大人がより多くの「本」と出合い、まちの読書人口がさらに拡

　　　　大するよう、蔵書資料の収集整備及び生涯学習環境の整備を図ります。

　　　公民館運営諸経費  ………………………………	 ６，６２４千円

４）生涯スポーツの振興

  新  　松岡庭球場宅内排水施設改修工事  ……………	 ２，３００千円

　　　　松岡庭球場の宅内排水施設（下水）が、勾配不良により不具合が生じているため、施設の改修工事を行

　　　　うものです。

拡充　夏季プール開放監視委託  ………………………	 ２，４６８千円

　　　　プール施設内における事故の発生を未然に防止するため、プール監視業

　　　　務を行っている警備業者と委託契約を締結し運営を行うものです。

　　　町体育協会・地区体育祭助成  …………………	 ５，０９９千円

　　　スポーツ少年団助成事業  ………………………	 １，３１１千円

５）地域文化の振興

拡充　松岡公園整備事業  ……………………………	 34，0００千円

　　　　福寿園跡地の活用や古墳公園の整備等と併せて、「桜の名所」としての復活や多くの町民が「自然と親し

　　　　むことのできる憩いの空間」として整備するなど、地域の特色を活かしたイメージアップを図ります。

　　　古墳群整備に伴う嘱託職員賃金  ………………	 ４，１８３千円

　　　古墳等草刈伐採業務委託  …………………………	 ９６１千円

　　　文化芸術振興事業  ………………………………	 １，０００千円

町立図書館

スポーツ少年団結団式
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３．安心して暮らせるまちづくりをめざして

１）防災体制の強化

  新  　自主防災組織連絡協議会活動費・
　　　　資機材整備金補助金  …………………………	 ５，１２０千円

　　　　各自主防災組織との連携によるネットワークを図り、自助共助の防災意識を高め自主的な防災活動を推

　　　　進し、地域防災力の強化を図ることを目的とする自主防災組織連絡協議会を対象に、活動費・防災資機

　　　　材購入費を補助するものです。

  新  　本庁舎耐震補強工事  …………………………	 ５０，４７６千円

　　　　災害活動の防災拠点に指定されている本庁舎の耐震補強工事を行うこと

　　　　で、防災に強い町づくりを推進します。

  新  　本庁舎耐震補強関連工事  ……………………	 １２，６０４千円

　　　　本庁舎の耐震工事に併せて、老朽化した空調施設の更新及びエレベータを新設し、庁舎環境の改善を図

　　　　ります。

  新  　本庁舎耐震補強工事監理業務委託  ……………	 ２，１００千円

　　　　本庁舎耐震補強工事の適切な施工監理によって工事の品質確保を図るため、工事監理業務を委託します。

  新  　開発センター耐震補強工事等実施設計業務委託  …	 ５，５０５千円

　　　　防災拠点の一つに指定されている開発センターについて、耐震補強工事

　　　　の実施設計を行い、防災に強い町づくりを推進します。

  新  　永平寺支所耐震補強工事等実施設計業務委託 …	 ３，６９１千円

　　　　防災拠点の一つに指定されている永平寺支所庁舎について、耐震補強工事の実施設計を行い、防災に強

　　　　い町づくりを推進します。

  新  　緊急地震速報装置整備事業  ……………………	 ３，１００千円

　　　　地震の大きさと到達時間を知ることで、適切な避難を行い、園児の安全を確保できる機器の整備を行い

　　　　ます。

  新  　ポータブルテレビ整備  ……………………………	 ７３５千円

　　　　避難後においても正確な情報を得ることで、その後の対応が適切に実施できるよう機器の整備を行います。

  新  　急傾斜地崩壊対策事業  ………………………	 １０，０００千円

　　　　急傾斜地崩壊危険区域内において、集中豪雨等で地盤が緩み発生する

　　　　「がけ崩れ」を未然に防止し、住民の生命・財産を守り安全な生活環

　　　　境の向上を図ります。

役場本庁舎

開発センター

急傾斜地崩壊対策
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  新  　砂防事業  …………………………………………	 ５，０００千円

　　　　近年、記録的な集中豪雨等が多発している中、土石流や増水による二次災害を未然に防ぎ、災害から住

　　　　民の生命や財産を守り、安全な生活環境の向上を図ります。

拡充　自主防災組織活動費・資機材整備金補助金  …	 ３，５００千円

　　　　町内の各自主防災組織を対象に、活動費・資機材購入費に対して補助するものです。

拡充　自治会管理防犯灯設置補助事業  ………………	 ３，０００千円

　　　　町内自治会が設置する防犯灯設置経費に対して経費の一部を補助するものです。

拡充　農村災害対策整備事業  …………………………	 ９，６００千円

　　　　人家や公共施設等への災害の二次被害を防止するため、変形した堤体、構造上不安定なため池を改良す

　　　　る工事（県営災害対策事業）を行うものです。

拡充　水害に強い町づくり事業  ……………………	 １７，０００千円

　　　　集中豪雨等による河川等の増水で浸水被害は発生する箇所において、年次計画を立て、護岸の嵩上げや

　　　　擁壁工事等を施工することにより、被害を最小限に抑え水害に強い町づくりを目指します。

　　　永平寺町防災行政無線(同報系)整備  ………	 ５６，５９５千円

　　　防災対策支援事業  ………………………………	 １，８９０千円

　　　県防災ヘリ運行連絡協議会負担金  ……………	 １，６９９千円

　　　非常用備蓄品  ………………………………………	 ８００千円

　　　町内一円水路改修等工事  …………………………	 ８００千円

　　　防災訓練事業  ………………………………………	 ２９０千円

２）消防・救急体制の整備

  新  　消防救急デジタル無線・
　　　　高機能消防指令センター総合整備事業  …	 １０，１６０千円

　　　　平成28年６月からの消防救急無線のデジタル化移行に合わせ、高機能指令センターと一体化して整備す

　　　　るための調査設計を行うものです。

  新  　消防庁舎統合整備実施設計業務委託  ………	 １９，６６２千円

　　　　住民が安心して暮らせるまちづくりを目指し消防の一元化を図るため、

　　　　開発センターを活用し、消防庁舎を増築統合するため、平成25年度に

　　　　庁舎の実施設計を行うものです。

消防庁舎
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  新  　消防団車庫統合整備事業  ……………………	 １４，９８８千円

　　　　消防団再編計画に基づき、永平寺中地区（第４分団）に複数点在する分団車庫を統合し、新たに花谷地

　　　　区に耐震性のある消防施設を建築するものです。

　　　特殊災害対応資機材整備  ………………………	 １，９９５千円

　　　消防団員報酬  ……………………………………	 ７，１２０千円

　　　集落消防施設整備補助金  …………………………	 ３４９千円

　　　住民とともに創る安全のまちづくり事業  ……	 １，３６４千円

３）交通安全対策の推進

　　　交通安全施設整備（工事及び修繕）  …………	 ３，０００千円

　　　交通指導員報酬・報償  …………………………	 ２，１５０千円

４）防犯体制の強化

　　　安心で明るい通学路普及促進事業  ……………	 １，１５５千円

　　　防犯隊報酬・出動報償  …………………………	 ２，５１８千円

　　　防犯施設整備補助金  ……………………………	 ３，０００千円

　　　緊急連絡用携帯メール配信システム配信事業  …	 ８４８千円

　　　子どもを守るみんなの輪事業  ……………………	 ４４７千円

５）自然環境保全啓発活動の推進

　　　不法投棄等監視パトロール事業  …………………	 ４５３千円

　　　住宅用太陽光発電設備導入事業  ………………	 ２，１６０千円

　　　地域をつなぐ河川環境づくり推進事業  ………	 １，６００千円

　　　「子どもに夢を」九頭竜鯉のぼり事業  …………	 ３３４千円

　　　環境教育・環境学習推進事業  ……………………	 ２２３千円

消防団一斉放水

九頭竜鯉のぼり
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６）循環型社会の構築

  新  　環境基本計画改定事業  ……………………………	 ２９０千円

　　　　平成20年３月に策定した永平寺町環境基本計画の中間年にあたり、これまでの施策を点検し、社会情勢の

　　　　変化に応じた計画にするとともに、本町が進める環境保全の方向を示すことを目的に改定するものです。

　　　広域圏清掃センター負担金  …………………	１６８，９００千円

　　　一般廃棄物収集運搬業務委託  ………………	 ８３，５７２千円

　　　勝山・永平寺衛生管理組合負担金  ……………	 ９，４２８千円

　　　古紙回収等奨励補助金  …………………………	 ３，１００千円

　　　環境美化推進地区補助金  ………………………	 １，８６０千円

　　　生ごみ処理器補助金  ………………………………	 ３０１千円

１）道路網の整備

　　　消雪施設補修工事  ………………………………	 ５，３００千円

　　　町道整備工事  …………………………………	 ６１，８００千円

　　　町道維持補修工事  ……………………………	 ４０，０００千円

　　　道路除草委託・道路街路樹管理委託  …………	 ８，６１３千円

　　　消雪設備点検清掃委託  …………………………	 ８，２１６千円

　　　除雪最低保証委託  ………………………………	 ３，８２８千円

２）公共交通体系の整備と利用促進

　　　永平寺口駅周辺整備事業  ……………………	 ８９，６１０千円

　　　コミュニティバス運行委託  …………………	 ４０，２１８千円

　　　えちぜん鉄道利用促進通学定期券補助事業  …	 ６，２００千円

　　　えちぜん鉄道支援事業  ………………………	 ４０，５９２千円

　　　コミュニティバス運行南地区補助金  …………	 ６，０００千円

　　　生活交通路線維持対策事業補助金  ……………	 ７，５８９千円

４．快適で利便性の高いまちづくりをめざして

消雪設備点検

永平寺口駅舎
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３）上水道施設の整備

  新  　松岡吉野地区配水管敷設替工事
　　　　（県道工事関連）  ……………………………	 ８，８１８千円

　　　　県道稲津松岡線バイパス整備工事に伴い、支障となる配水管を移設する工事です。

  新  　松岡吉野地区配水管敷設替工事
　　　　（中部縦貫自動車道関連）  …………………	 ４，３９３千円

　　　　中部縦貫自動車道の整備工事に伴い、支障となる配水管を移設する工事です。

拡充　松岡上吉野地区配水池建設事業  ……………	 ４７，０６８千円

　　　　松岡湯谷、松岡宮重地区の水道を左岸高区区域の給水区域に統合するため、松岡上吉野地区に配水池を

　　　　建設し安定・安心した水道水を供給するために詳細設計および工事を施工します。

拡充　左岸１号取水井建設工事詳細設計業務委託  …	 ３，５６０千円

　　　　左岸１号取水井の取水能力低下に伴い、住民に安定した水道水を供給するため、現取水井の横に同程度

　　　　の取水井を建設する工事の詳細設計を委託するものです。

拡充　志比浄水場膜ろ過設備膜取替え工事  ………	 １３，１２５千円

　　　　志比浄水場膜ろ過設備の膜が経年により機能低下をしているため更新す

　　　　るものです。

　　　上水道事業負担金  ……………………………	 ６１，８６６千円

４）下水道施設の整備

  新  　下水道施設整備工事
　　　（中部縦貫自動車道関連）  …………………	 １８，３０４千円

　　　　中部縦貫自動車道建設に伴って仮移設した松岡地区農業集落排水汚水管を、永平寺町が受託して本設化

　　　　する工事を行い、吉野地区の環境保全と快適な生活環境の維持を図ります。

　　　下水道事業特別会計繰出金  ………………	 ４９６，９５８千円

　　　農業集落排水事業特別会計繰出金  ………	 １５２，６４７千円

　　　五領川公共下水道事務組合負担金  ………	 １１９，７４９千円

志比浄水場
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５）地域情報化推進拠点の形成

  新  　公開型ＧＩＳ事業
　　　（地理情報管理システム）  ……………………	 ２，７３０千円

　　　　個別に管理していた総合地理情報システム（ＧＩＳ）について、クラウド型ＡＳＰサービスを利用して

　　　　共有できるシステムへと構築を行うものです。

拡充　情報化推進事業（ホームページ事業）  ………	 ３，３００千円

　　　　他システムとの情報連携やシステムの最適化を図るめ、町ホームページの再構築を行うものです。

　　　こしの国広域事務組合負担金  ……………	 １５０，６７３千円

　　　福井坂井地区広域圏事務組合負担金  ………	 ９２，２６０千円

　　　庁内ネットワーク事業  ………………………	 １０，４２５千円

　　　町例規集データベース化事業  …………………	 ２，９１１千円

　　　ＩＣカード標準システム事業  …………………	 ３，３１４千円

　　　福井県電子システム負担金  ………………………	 ２８４千円

　　　総合行政ネットワーク事業  ………………………	 ８８２千円

６）宅地・住宅の整備

  新  　永平寺町ＰＲ事業  ………………………………	 １，１５５千円

　　　　永平寺町ＰＲコマーシャルを放映し、永平寺町がこれまで行ってきた子育て支援、教育力の向上など、

　　　　他市町とは特質している政策、町づくり事業を町内外にアピールし、永平寺町への定住促進を推進する

　　　　ものです。

　　　福井の伝統的民家普及促進補助金  ……………	 ６，０００千円

　　　　伝統的民家を保存し、地域づくり及び景観づくりの普及促進するため、伝統的民家の外装又は構造体の

　　　　改修に対してその費用の一部を補助します。

　　　定住促進支援事業  ………………………………	 ３，４２０千円

　　　　若者の住宅取得に必要な経費や子育てに係る経費の一部を助成し、永平寺町への定住人口の増加及び地

　　　　域の活性化を図ります。

　　　町営住宅解体工事  ………………………………	 ２，６００千円

　　　木造住宅耐震化等促進事業  ……………………	 ３，２８０千円
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７）計画的な土地利用の推進

　　　都市計画事務  ……………………………………	 ３，０９１千円

１）商工業の振興

  新  　東京ビジネスサミット出展事業  …………………	 ７５０千円

　　　　永平寺町の魅力やブランド力を向上させ、全国に向けて販路を拡大展開させるために、町の知名度アッ

　　　　プや商工業の活性化を図ることを目的に、セミナーの参加、商談会への出展・取引開始の調整等の支援

　　　　を行います。

  新  　商店・まちなか元気ＵＰ事業補助金  ……………	 ９００千円

　　　　町内の商業団体が、活性化を図ることを目的に、自らの工夫やアイデアをもとに、町内での集客や消費

　　　　拡大となる事業（イベント）を行い、賑わいを創出する経費の一部を助成し、企業活動を支援します。

　　　マル経融資制度利子補給事業  ……………………	 ３００千円

　　　商工振興関係資金預託事業  …………………	 ４５，０００千円

　　　商工振興関係利子補給事業  …………………	 １４，１４６千円

　　　勤労者生活安定融資資金貸付金預託事業  …	 ２０，０００千円

　　　商工会運営補助  ………………………………	 １０，０００千円

　　　労働者福祉厚生対策資金貸付金  ………………	 ４，０００千円

　　　就業者生活安定資金貸付金預託  ………………	 ２，５００千円

　　　チャレンジ企業支援補助金  ……………………	 １，０００千円

２）農林業・内水面漁業の充実

  新  　永平寺町農業振興地域整備計画策定事業  ……	 ４，５１５千円

　　　　旧町村ごとの農業振興地域整備計画を一つに総合し、基礎調査に基づいた今後10年の農用地の保全と高

　　　　度利用、状況別土地利用と農業振興を図るため、都市計画マスタープランとの整合性を図りながら計画

　　　　を策定するものです。

５．にぎわいのある活力豊かなまちづくりをめざして
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  新  　農地集積化協力金事業  …………………………	 １，９００千円

　　　　農業者戸別所得補償制度に加入する農業者が、高齢化等により農業を離農及び土地利用型農業から経営

　　　　転換し、「人・農地プラン」に位置付けられた地域の中心経営体への農地集積を加速させるため協力金

　　　　を交付するものです。

  新  　中山間地域総合整備事業  …………………………	 ４９４千円

　　　　町内の中山間指定地域の条件不利地において、県営土地改良事業（団体営土地改良事業）で農業生産基

　　　　盤及び生活環境整備を実施し、農業農村の活性化を図るための事前調査業務です。

  新  　林道橋点検業務委託  ………………………………	 ５００千円

　　　　老朽化や経年劣化が確認される町内林道橋で、適正な維持・修繕を行い林道通行の安全性が図れるよう

　　　　点検を行うものです。

  新  　地産地消推進事業
　　　「おいしいね！永平寺」料理コンテスト  ………	 ２７２千円

　　　　食育の重要性が問われる中、簡単に料理を作ることができ、地産地消を推進するために、町内外の一般

　　　　の人を対象に安全・安心な食材を利用した料理コンテストを開催するものです。

拡充　水田農業構造改革補助金  ……………………	 ４２，４８９千円

　　　　水田農業の構造改革を推進することを目的に、自給率向上のため水稲作付け以外の水田を利用するよう

　　　　に、また、食の安全・安心や環境に配慮した農産物生産の一環としての水稲作付けに取り組む農業者及

　　　　び営農組織等に補助金を交付するものです。

　　　広葉樹植栽事業補助金  ……………………………	 １００千円

　　　分収造林事業委託料  ……………………………	 ４，８２２千円

　　　有害鳥獣対策ネット柵設置補助事業  …………	 ６，０００千円

　　　有害鳥獣対策事業  ………………………………	 ７，１２７千円

　　　農山漁村活性化プロジェクト支援交付金事業  …	 １４，３０８千円

　　　レンゲ米（有機）学校給食推進事業  …………	 ４，４９２千円

　　　水田農業構造改革補助金  ……………………	 ４２，４８９千円

　　　中山間地域直接支払制度助成金  ………………	 ３，６７１千円

　　　水
み ど り

土里情報利活用促進事業業務委託  …………	 ３，０００千円

　　　美しい森林景観再生事業委託  ……………………	 ４６９千円

　　　永平寺農商工ブランド発信協議会助成  ………	 ５，６８７千円

　　　県単土地改良事業  ……………………………	 １６，４００千円

レンゲソウを利用して作る学校給食
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　　　町単土地改良事業  ……………………………	 ２７，２８８千円

　　　九頭竜川下流地区
　　　地域用水機能増進事業負担金  …………………	 １，２９３千円

　　　県単林道整備事業  ……………………………	 １９，８００千円

　　　町単林道整備事業  ……………………………	 ２８，５５４千円

　　　森林組合業務運営補助金  ………………………	 ２，８５０千円

　　　内水面漁業振興補助金  ……………………………	 ６１６千円

３）観光の振興　

  新  　観光情報発信事業
　　　（首都圏Ｊ－ＡＤビジョンによる情報発信）…	１，３８９千円

　　　　平成26年度に開業する北陸新幹線金沢駅開業により、首都圏から福井へのアクセス時間が大幅に短縮さ

　　　　れることから、北陸の知名度が向上されると予想されるため、観光客の誘客のため、首都圏主要駅構内

　　　　のデジタルサイネージ（映像表示装置）を活用して永平寺町のＰＲを行います。

  新  　 観光情報発信事業
　　　（北陸・金沢広告掲載）  …………………………	 ６４３千円

　　　　中部縦貫道の整備・舞鶴若狭道の全線開通、北陸新幹線の整備による高速交通体系の進展に伴い、首都

　　　　圏・関西圏・中部圏から永平寺町へのアクセス時間が大幅に短縮されることから、本町への誘客を目的

　　　　に、観光情報誌への永平寺町のＰＲ広告を掲載します。

  新  　永平寺門前周辺まちなみ魅力アップ事業  ……	 １，５００千円

　　　　平成26年度に舞鶴若狭道の全線開通、北陸新幹線の金沢駅開業に伴い、

　　　　福井県への交通アクセスが改善されることが予想されるため、観光誘客

　　　　を促進することを目指して、大本山永平寺の門前周辺の魅力を向上を推

　　　　進します。

拡充　ふるさと創造プロジェクト事業  ………………	 ６，２３５千円

　　　　旧松岡藩の歴史・伝統・文化に根差した地域固有の活動や地域資源を活用し、住民同士の交流を通して

　　　　地域の活性化、観光の誘客および地域の魅力を全国に発信するものです。

　　　永平寺線跡地遊歩道整備事業  ………………	 ２５，７６０千円

　　　教育旅行誘致推進事業補助金  ……………………	 ６００千円

　　　地域資源活用事業  ………………………………	 ２，９８４千円

　　　観光物産協会運営補助金  ………………………	 ２，６２０千円

門前ポケットパーク

松岡公園整備
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　　　永平寺線跡地利用事業  …………………………	 １，５１５千円

　　　大学生・父母との情報発信・交流事業  …………	 ５５８千円

　　　永平寺ふるさと大使事業  …………………………	 ５７８千円

　　　輝く永平寺町魅力体験事業  ………………………	 ４１２千円

１）地域交流活動の推進、イベントの充実

　　　九頭竜フェスティバル実行委員会補助金  ……	 ７，５００千円

　　　若者出会い交流事業  ………………………………	 ５５０千円

２）まちづくりにおける町民参加の推進

　　　わが町夢プラン事業  ………………………………	 ６００千円

　　　希望の永
ま ち

平寺創造委員会  …………………………	４２８千円

３）男女共同参画社会の推進

  新  　男女がともに生きる地域づくりセミナー  ………	 １７５千円

　　　　男女共同参画社会の実現を目的に、町民対象の講座や学習会の実施および町内の自治会、学校、ＰＴＡ、保

　　　　護者会等の各種団体で実施する研修などの費用を補助するものです。

　　　男女共同参画事業  …………………………………	 ２７３千円

　　　人権擁護事業  ………………………………………	 ５４６千円

　　　輝く女性永平寺会議事業  …………………………	 ５１千円

４）国際性豊かな人づくり

　　　中学生海外派遣事業（再掲）  …………………	 ４，０００千円

６．思いやり、ともに生きる地域をめざして

旧永平寺線跡地ウォーキング

男の料理教室
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１）町民と行政の協働によるまちづくり

　　　広報作成事業  ……………………………………	 ３，３３２千円

　　　「気軽に散策・えいへいじ巡り」事業  …………	 １５５千円

２）行政運営の充実

  新  　福井県電子入札システム共同利用  ……………	 ２，８０７千円

　　　　入札の透明性の確保、競争性の向上、コスト縮減、入札事務の効率化を図るため、平成26年度から県電

　　　　子入札システムを共同利用するために、電子システム導入準備を行います。

  新  　 戸籍副本データ管理システム構築  ……………	１，５２３千円

　　　　大規模かつ広範囲な災害で、戸籍データの正本（町）と副本（法務局）が同時に滅失することを防ぐた

　　　　め、戸籍副本データ管理システムを改修・構築するものです。

  新  　 永平寺支所キュービクル
　　　　（高圧変動設備）新設工事  ………………	 １５，５００千円

　　　　旧永平寺消防分署を取り壊すにあたり、屋上のキュービクル（永平寺支所用電源）の移設が必要となる

　　　　ため、開発センター裏側にキュービクルを新設するものです。

  新  　 永平寺支所２階改修工事  ………………………	１，２００千円

　　　　平成26年度に開発センター２階を消防署として改築することから、会議室等が不足するため代替として

　　　　永平寺支所２階に部屋を増設するために改修工事を行うものです。

  新  　 町内会・自治会ガイドブック作成  …………………	 ０千円	（予算計上を伴わない事業）

　　　　住民を対象とする町のサービス内容や、各町内会に対する支援（補助）制度、役員（種類・任期・概要）、

　　　　日頃の地域活動で直面すると思われる対応策や担当課を掲載したガイドブックを民間業者の協力を得て

　　　　作成します。

　　　職員研修事業  ………………………………………	 ９３３千円

　３）財政の健全化

　　　納税組合納税奨励金  ……………………………	 ４，８４５千円

　　　臨時徴税員賃金  …………………………………	 １，５００千円

７．計画の推進に向けて

精進料理体験


